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(57)【要約】

【課題】より取り扱い易いカバー、及びそのカバーを備

えた携帯用加工機を提供する。

【解決手段】携帯用加工機としてのホイールサンダ１に

おけるカバー６は、先端工具である研磨ホイール３２の

上側の一部又は全部を覆うメインカバー３００と、メイ

ンカバー３００と分離可能であり、研磨ホイール３２の

後側の一部又は全部を覆う補助カバー３０２とを備えて

いる。補助カバー３０２は、メインカバー３００に対し

て着脱可能である。補助カバー３０２は、メインカバー

３００を挟持する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 携 帯 用 加 工 機 の 先 端 工 具 の 上 側 の 一 部 又 は 全 部 を 覆 う メ イ ン カ バ ー と 、

　 前 記 メ イ ン カ バ ー と 分 離 可 能 で あ り 、 前 記 先 端 工 具 の 後 側 の 一 部 又 は 全 部 を 覆 う 補 助 カ

バ ー と 、

を 備 え て お り 、

　 前 記 補 助 カ バ ー は 、 着 脱 可 能 で あ る

こ と を 特 徴 と す る 携 帯 用 加 工 機 の カ バ ー 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 補 助 カ バ ー は 、 前 記 メ イ ン カ バ ー に 対 し て 着 脱 可 能 で あ る

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 携 帯 用 加 工 機 の カ バ ー 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 補 助 カ バ ー は 、 前 記 メ イ ン カ バ ー を 挟 持 し 、 又 は 、 前 記 メ イ ン カ バ ー は 、 前 記 補 助

カ バ ー を 挟 持 す る

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 携 帯 用 加 工 機 の カ バ ー 。

【 請 求 項 ４ 】

　 更 に 、 前 記 メ イ ン カ バ ー 及 び 前 記 補 助 カ バ ー と 分 離 可 能 で あ る ブ ラ シ を 備 え て お り 、

　 前 記 ブ ラ シ は 、 着 脱 可 能 で あ る

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 携 帯 用 加 工 機 の カ バ ー 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 補 助 カ バ ー は 、 前 記 ブ ラ シ を 挟 持 し 、 又 は 、 前 記 ブ ラ シ は 、 前 記 補 助 カ バ ー を 挟 持

す る

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 携 帯 用 加 工 機 の カ バ ー 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 メ イ ン カ バ ー は 、 携 帯 用 加 工 機 の ハ ン ド ル 部 に 対 し て 着 脱 可 能 に 装 着 さ れ る

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 携 帯 用 加 工 機 の カ バ ー 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 補 助 カ バ ー は 、 粉 塵 排 出 口 を 有 し て い る

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 携 帯 用 加 工 機 の カ バ ー 。

【 請 求 項 ８ 】

　 更 に 、 前 記 粉 塵 排 出 口 に 着 脱 可 能 で あ る 蓋 を 備 え て い る

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 携 帯 用 加 工 機 の カ バ ー 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 補 助 カ バ ー の 前 記 メ イ ン カ バ ー に 対 す る 取 付 角 度 は 、 調 整 可 能 で あ る

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 携 帯 用 加 工 機 の カ バ ー 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 前 記 先 端 工 具 は 着 脱 可 能 で あ り 、

　 前 記 補 助 カ バ ー 及 び 前 記 メ イ ン カ バ ー の 少 な く と も 一 方 は 、 前 記 先 端 工 具 の 着 脱 時 通 過

部 分 を 覆 わ な い

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 携 帯 用 加 工 機 の カ バ ー 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 １ ０ の 何 れ か に 記 載 の 携 帯 用 加 工 機 の カ バ ー を 有 し て い る

こ と を 特 徴 と す る 携 帯 用 加 工 機 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 ホ イ ー ル サ ン ダ 等 の 携 帯 用 加 工 機 の た め の カ バ ー 、 及 び 携 帯 用 加 工 機 に 関 す

る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 欧 州 特 許 出 願 公 開 第 ２ ５ ４ ８ ６ ９ ７ 号 明 細 書 （ 特 許 文 献 １ ） の 図 ９ に 示 さ れ る よ う に 、

カ バ ー １ ６ ０ を 有 す る ホ イ ー ル サ ン ダ が 知 ら れ て い る 。 カ バ ー １ ６ ０ は 、 ホ イ ー ル 状 の ツ

ー ル １ ０ ４ の 周 り に 配 置 さ れ る 。 カ バ ー １ ６ ０ は 、 排 気 部 １ ６ ２ 及 び ブ ラ シ 部 １ ７ ０ を 、

一 体 に 有 し て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 欧 州 特 許 出 願 公 開 第 ２ ５ ４ ８ ６ ９ ７ 号 明 細 書

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 上 記 ホ イ ー ル サ ン ダ で は 、 排 気 部 １ ６ ２ の な い カ バ ー を 用 い た い 場 合 、 カ バ ー 全 体 を 取

り 替 え る 必 要 が あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 明 細 書 は 、 携 帯 用 加 工 機 の カ バ ー を 開 示 す る 。 こ の カ バ ー は 、 携 帯 用 加 工 機 の 先 端 工

具 の 上 側 の 一 部 又 は 全 部 を 覆 う メ イ ン カ バ ー を 備 え て い て も 良 い 。 カ バ ー は 、 メ イ ン カ バ

ー と 分 離 可 能 で あ り 、 先 端 工 具 の 後 側 の 一 部 又 は 全 部 を 覆 う 補 助 カ バ ー を 備 え て い て も 良

い 。 補 助 カ バ ー は 、 着 脱 可 能 で あ っ て も 良 い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 開 示 の 携 帯 用 加 工 機 、 及 び カ バ ー に よ れ ば 、 よ り 取 り 扱 い 易 い カ バ ー 、 及 び そ の カ バ

ー を 備 え た 携 帯 用 加 工 機 が 提 供 さ れ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 図 １ 】 本 開 示 の 実 施 例 の 第 １ 形 態 に 係 る ホ イ ー ル サ ン ダ の 左 側 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ の 前 部 に 係 る 後 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ２ か ら 研 磨 ホ イ ー ル 及 び カ バ ー を 取 り 外 し た 場 合 の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 １ の ホ イ ー ル サ ン ダ の カ バ ー に 係 る 後 側 か ら 見 た 分 解 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ４ の カ バ ー に 係 る 下 側 か ら 見 た 分 解 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ４ の カ バ ー に 係 る 左 右 方 向 の 中 央 に お け る 縦 断 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 ４ の カ バ ー に 係 る 前 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 図 ４ の カ バ ー の 補 助 カ バ ー に 係 る 一 部 下 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 本 開 示 の 実 施 例 の 第 ２ 形 態 に 係 る ホ イ ー ル サ ン ダ の 一 部 拡 大 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 本 開 示 の 実 施 例 の 第 ３ 形 態 に 係 る ホ イ ー ル サ ン ダ に お け る 補 助 カ バ ー の 一 部 拡

大 断 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 補 助 カ バ ー は 、 メ イ ン カ バ ー に 対 し て 着 脱 可 能 で あ っ て

も 良 い 。 こ の 場 合 、 補 助 カ バ ー の み を 取 り 外 せ る カ バ ー が 、 補 助 カ バ ー の メ イ ン カ バ ー へ

の 取 付 部 を 設 け る こ と で シ ン プ ル に 構 成 さ れ る 。

　 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 補 助 カ バ ー は 、 メ イ ン カ バ ー を 挟 持 し て も 良 い 。 又 は 、

メ イ ン カ バ ー は 、 補 助 カ バ ー を 挟 持 し て も 良 い 。 こ の 場 合 、 補 助 カ バ ー の 取 付 が 、 ツ ー ル

レ ス で 行 え る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 カ バ ー は 、 メ イ ン カ バ ー 及 び 補 助 カ バ ー と 分 離 可 能 で あ

る ブ ラ シ を 備 え て い て も 良 い 。 ブ ラ シ は 、 着 脱 可 能 で あ っ て も 良 い 。 こ の 場 合 、 ユ ー ザ は

、 ブ ラ シ の 有 無 を 選 択 可 能 で あ る 。

　 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 補 助 カ バ ー は 、 ブ ラ シ を 挟 持 し て も 良 い 。 又 は 、 ブ ラ シ

は 、 補 助 カ バ ー を 挟 持 し て も 良 い 。 こ の 場 合 、 ブ ラ シ の 取 付 が 、 ツ ー ル レ ス で 行 え る 。
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　 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 メ イ ン カ バ ー は 、 携 帯 用 加 工 機 の ハ ン ド ル 部 に 対 し て 着

脱 可 能 に 装 着 さ れ て も 良 い 。 こ の 場 合 、 メ イ ン カ バ ー の 装 着 部 が よ り シ ン プ ル に 構 成 さ れ

る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 補 助 カ バ ー は 、 粉 塵 排 出 口 を 有 し て い て も 良 い 。 こ の 場

合 、 粉 塵 が よ り 排 出 し 易 く な る 。 又 、 補 助 カ バ ー は 、 集 塵 機 又 は ダ ス ト バ ッ グ を 接 続 可 能

と な る 。

　 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 カ バ ー は 、 粉 塵 排 出 口 に 着 脱 可 能 で あ る 蓋 を 備 え て い て

も 良 い 。 こ の 場 合 、 粉 塵 の 排 出 を 要 し な い と き に 、 粉 塵 排 出 口 か ら の 粉 塵 の 通 過 が 抑 制 さ

れ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 補 助 カ バ ー の メ イ ン カ バ ー に 対 す る 取 付 角 度 は 、 調 整 可

能 で あ っ て も 良 い 。 こ の 場 合 、 粉 塵 の 飛 ぶ 方 向 に 応 じ て カ バ ー の 取 付 角 度 が 調 整 可 能 で あ

る 。 よ っ て 、 粉 塵 の 飛 散 が よ り 抑 制 さ れ る 。

　 本 開 示 の 一 実 施 形 態 に お い て 、 先 端 工 具 は 着 脱 可 能 で あ っ て も 良 い 。 補 助 カ バ ー 及 び メ

イ ン カ バ ー の 少 な く と も 一 方 は 、 先 端 工 具 の 着 脱 時 通 過 部 分 を 覆 わ な く て も 良 い 。 こ の 場

合 、 先 端 工 具 の 取 り 外 し が よ り 容 易 に な る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 又 、 本 明 細 書 は 、 携 帯 用 加 工 機 を 開 示 す る 。 こ の 加 工 機 は 、 上 述 の 携 帯 用 加 工 機 の カ バ

ー を 有 し て い て も 良 い 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 以 下 、 本 開 示 の 実 施 例 の 形 態 が 、 適 宜 図 面 に 基 づ い て 説 明 さ れ る 。 当 該 説 明 に は 、 当 該

形 態 の 変 更 例 が 含 ま れ る 。 本 開 示 は 、 当 該 形 態 及 び 当 該 変 更 例 に 限 定 さ れ な い 。

　 当 該 形 態 及 び 変 更 例 に お け る 前 後 上 下 左 右 は 、 説 明 の 便 宜 上 定 め ら れ た も の で あ り 、 作

業 の 状 況 及 び 部 材 の 移 動 の 少 な く と も 何 れ か 等 に よ り 変 化 す る こ と が あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

［ 第 １ 形 態 ］

　 図 １ は 、 本 開 示 の 実 施 例 の 第 １ 形 態 に 係 る 加 工 機 及 び 携 帯 用 加 工 機 の 一 例 と し て の ホ イ

ー ル サ ン ダ １ の 左 側 面 図 で あ る 。 図 ２ は 、 ホ イ ー ル サ ン ダ １ の 前 部 に 係 る 後 側 か ら 見 た 斜

視 図 で あ る 。 図 ３ は 、 図 ２ か ら 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ 及 び カ バ ー ６ を 取 り 外 し た 場 合 の 斜 視 図

で あ る 。 図 ４ は 、 カ バ ー ６ の 後 側 か ら 見 た 分 解 斜 視 図 で あ る 。

　 第 １ 形 態 に 係 る ホ イ ー ル サ ン ダ １ は 、 本 体 部 ２ と 、 ハ ン ド ル 部 ４ と 、 カ バ ー ６ と 、 を 有

し て い る 。 尚 、 カ バ ー ６ は 、 本 体 部 ２ の 構 成 要 素 と さ れ て も 良 い し 、 ハ ン ド ル 部 ４ の 構 成

要 素 と さ れ て も 良 い 。

　 図 １ に お い て 、 左 が ホ イ ー ル サ ン ダ １ の 前 と な る 。 又 、 図 ３ に お い て 、 上 が ホ イ ー ル サ

ン ダ １ の 上 と な る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 体 部 ２ は 、 中 心 軸 を 前 後 方 向 と す る 円 柱 状 で あ る 。

　 本 体 部 ２ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ と 、 モ ー タ １ ２ と 、 フ ァ ン １ ４ と 、 バ ッ テ リ 装 着 部 １ ６ と

、 バ ッ テ リ １ ８ と 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ と 、 コ ネ ク タ ２ ２ と 、 速 度 調 整 ダ イ ヤ ル ２ ４ と 、 メ

イ ン ス イ ッ チ ２ ６ と 、 動 力 伝 達 部 ２ ８ と 、 図 示 さ れ な い シ ャ フ ト ロ ッ ク 部 と 、 出 力 軸 と し

て の ス ピ ン ド ル ３ ０ （ 図 ３ ） と 、 先 端 工 具 取 付 部 ３ １ と 、 先 端 工 具 と し て の 研 磨 ホ イ ー ル

３ ２ と 、 を 有 す る 。

　 本 体 部 ２ に お い て 、 後 方 か ら 順 に 、 バ ッ テ リ １ ８ 、 バ ッ テ リ 装 着 部 １ ６ 、 コ ン ト ロ ー ラ

２ ０ 、 コ ネ ク タ ２ ２ 、 モ ー タ １ ２ 、 フ ァ ン １ ４ 、 動 力 伝 達 部 ２ ８ 、 及 び ス ピ ン ド ル ３ ０ が

配 置 さ れ て い る 。

　 尚 、 バ ッ テ リ １ ８ 及 び 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 少 な く と も 一 方 は 、 本 体 部 ２ 又 は ホ イ ー ル サ

ン ダ １ の 構 成 要 素 と せ ず 、 本 体 部 ２ 又 は ホ イ ー ル サ ン ダ １ か ら 独 立 し た 構 成 要 素 と さ れ て

も 良 い 。 又 、 ス ピ ン ド ル ３ ０ が 動 力 伝 達 部 ２ ８ の 構 成 要 素 と さ れ 、 先 端 工 具 取 付 部 ３ １ が
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出 力 軸 と 扱 わ れ て も 良 い 。 更 に 、 ス ピ ン ド ル ３ ０ 及 び 先 端 工 具 取 付 部 ３ １ は 、 合 わ せ て 出

力 部 と さ れ て も 良 い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ハ ウ ジ ン グ １ ０ は 、 本 体 部 ２ の 外 郭 を 構 成 す る 。

　 ハ ウ ジ ン グ １ ０ は 、 各 種 の 部 材 を 直 接 的 に 又 は 間 接 的 に 保 持 す る 。

　 ハ ウ ジ ン グ １ ０ は 、 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ ４ ０ と 、 フ ァ ン ケ ー ス ４ ２ と 、 ギ ヤ ハ ウ ジ ン グ ４

４ と 、 ベ ア リ ン グ ボ ッ ク ス ４ ５ と 、 を 備 え て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ ４ ０ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 で あ る 。 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ ４ ０ は 、 半 割 状 で

あ り 、 左 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ 及 び 右 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ を 有 し て い る 。 左 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ 及

び 右 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ は 、 左 右 方 向 の ネ ジ （ 図 示 略 ） に よ り 、 合 わ せ ら れ て い る 。

　 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ ４ ０ は 、 筒 状 で あ る 。 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ ４ ０ の 前 端 部 は 、 前 方 へ 開 口

し た 前 開 口 部 と な っ て い る 。 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ ４ ０ の 後 端 部 は 、 後 方 へ 開 口 し た 後 開 口 部

と な っ て い る 。

　 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ ４ ０ の 前 後 方 向 に お け る 中 央 部 は 、 ユ ー ザ が 把 持 可 能 な グ リ ッ プ 部 Ｇ

と な っ て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 フ ァ ン ケ ー ス ４ ２ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム ダ イ キ ャ ス ト 合 金 製 で あ る 。 フ ァ ン ケ ー ス ４ ２ は 、

リ ン グ 状 で あ る 。 フ ァ ン ケ ー ス ４ ２ は 、 前 後 に 開 口 し て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ギ ヤ ハ ウ ジ ン グ ４ ４ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム ダ イ キ ャ ス ト 合 金 製 で あ る 。 ギ ヤ ハ ウ ジ ン グ ４ ４

は 、 前 部 が 後 部 に 対 し て 縮 径 し た 釣 鐘 状 の 部 材 で あ る 。 ギ ヤ ハ ウ ジ ン グ ４ ４ の 後 端 部 は 、

後 方 に 開 放 さ れ て い る 。 ギ ヤ ハ ウ ジ ン グ ４ ４ の 左 前 部 は 、 左 方 に 開 放 さ れ て い る 。

　 ギ ヤ ハ ウ ジ ン グ ４ ４ は 、 フ ァ ン ケ ー ス ４ ２ を 介 し て 、 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ ４ ０ に 固 定 さ れ

る 。 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ ４ ０ の 前 開 口 部 に 、 フ ァ ン ケ ー ス ４ ２ の 後 開 口 部 が 合 わ せ ら れ る 。

フ ァ ン ケ ー ス ４ ２ の 前 開 口 部 に 、 ギ ヤ ハ ウ ジ ン グ ４ ４ の 後 開 口 部 が 合 わ せ ら れ る 。 ギ ヤ ハ

ウ ジ ン グ ４ ４ 及 び フ ァ ン ケ ー ス ４ ２ は 、 前 後 に 延 び る 複 数 （ ４ 本 ） の ネ ジ ４ ８ に よ っ て 固

定 さ れ る 。 ネ ジ ４ ８ は 、 フ ァ ン ケ ー ス ４ ２ 及 び ギ ヤ ハ ウ ジ ン グ ４ ４ 後 部 の 右 上 、 右 下 、 左

上 、 及 び 左 下 に 配 置 さ れ る 。 各 ネ ジ ４ ８ は 、 前 側 か ら 後 方 に 入 れ ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ベ ア リ ン グ ボ ッ ク ス ４ ５ （ 図 ３ ） は 、 ア ル ミ ニ ウ ム ダ イ キ ャ ス ト 合 金 製 で あ る 。 ベ ア リ

ン グ ボ ッ ク ス ４ ５ は 、 フ ラ ン ジ 部 を 有 す る 円 筒 状 で あ る 。 ベ ア リ ン グ ボ ッ ク ス ４ ５ の 中 心

軸 方 向 は 、 左 右 に 延 び て い る 。

　 ベ ア リ ン グ ボ ッ ク ス ４ ５ は 、 左 右 方 向 の 複 数 （ ４ 本 ） の ネ ジ ４ ９ （ 図 ３ ） に よ り 、 ギ ヤ

ハ ウ ジ ン グ ４ ４ に 一 体 に 固 定 さ れ て い る 。 ネ ジ ４ ９ は 、 ベ ア リ ン グ ボ ッ ク ス ４ ５ の フ ラ ン

ジ 部 の 前 上 、 前 下 、 後 上 、 及 び 後 下 に 配 置 さ れ る 。

　 ベ ア リ ン グ ボ ッ ク ス ４ ５ の 右 開 口 部 は 、 ギ ヤ ハ ウ ジ ン グ ４ ４ の 左 前 開 口 部 と つ な が っ て

い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 尚 、 ハ ウ ジ ン グ １ ０ は 、 様 々 に 変 更 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ ４ ０ に お い

て 、 前 部 と 後 部 と が 、 互 い に 組 み 合 わ せ 可 能 な 別 体 と さ れ て も 良 い 。 又 、 半 割 の モ ー タ ハ

ウ ジ ン グ ４ ０ に お い て 、 左 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ と 右 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ と で 大 き さ 及 び 形 状 の

少 な く と も 一 方 が 大 き く 異 な る よ う に さ れ て も 良 い 。 更 に 、 左 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ と 右 モ ー

タ ハ ウ ジ ン グ と が 、 爪 等 の 係 止 部 及 び 爪 穴 等 の 被 係 止 部 等 を 用 い て 、 ネ ジ ４ ６ 以 外 に よ り

組 み 合 わ せ ら れ て も 良 い 。 ギ ヤ ハ ウ ジ ン グ ４ ４ が 半 割 と さ れ て も 良 い 。 フ ァ ン ケ ー ス ４ ２

が モ ー タ ハ ウ ジ ン グ ４ ０ 又 は ギ ヤ ハ ウ ジ ン グ ４ ４ と 一 体 化 さ れ る こ と で 省 略 さ れ て も 良 い

。 ハ ウ ジ ン グ １ ０ に お け る 各 種 部 分 の 材 質 が 変 更 さ れ て も 良 い 。 又 、 排 気 口 ４ ７ の 数 及 び

配 置 の 少 な く と も 一 方 は 、 適 宜 変 更 さ れ て も 良 い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 モ ー タ １ ２ は 、 電 動 モ ー タ で あ っ て 、 ブ ラ シ レ ス モ ー タ で あ り 、 Ｄ Ｃ モ ー タ で あ る 。
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　 モ ー タ １ ２ は 、 モ ー タ 軸 ５ ０ を 有 し て い る 。

　 モ ー タ 軸 ５ ０ は 、 自 身 の 中 心 軸 の 周 り で 回 転 す る 。 モ ー タ 軸 ５ ０ は 、 前 後 に 延 び る 。

　 モ ー タ 軸 ５ ０ の 前 端 部 に は 、 ピ ニ オ ン 部 ５ ２ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 フ ァ ン １ ４ は 、 モ ー タ 軸 ５ ０ と 一 体 に 固 定 さ れ る 。

　 フ ァ ン １ ４ は 、 遠 心 フ ァ ン で あ る 。 尚 、 フ ァ ン １ ４ と し て 、 軸 流 フ ァ ン 等 の 他 の も の が

用 い ら れ て も 良 い 。

　 フ ァ ン １ ４ の 径 方 向 外 方 に は 、 フ ァ ン ケ ー ス ４ ２ の 排 気 口 ４ ７ が 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 バ ッ テ リ 装 着 部 １ ６ は 、 本 体 部 ２ の 後 端 部 に 配 置 さ れ る 。 バ ッ テ リ 装 着 部 １ ６ は 、 前 側

の 部 分 に 対 し て 上 下 左 右 に 広 が っ て い る 。

　 バ ッ テ リ 装 着 部 １ ６ に は 、 バ ッ テ リ １ ８ が 装 着 さ れ る 。 バ ッ テ リ 装 着 部 １ ６ は 、 バ ッ テ

リ １ ８ の 端 子 と 接 続 さ れ る 本 体 部 側 端 子 を 有 し て い る 。 本 体 部 側 端 子 は 、 本 体 部 ２ の 後 開

口 部 内 に 配 置 さ れ て い る 。

　 バ ッ テ リ １ ８ は 、 バ ッ テ リ 装 着 部 １ ６ の 後 側 に 装 着 さ れ る 。 バ ッ テ リ １ ８ は 、 バ ッ テ リ

装 着 部 １ ６ の 上 側 か ら 下 方 へ ス ラ イ ド す る こ と に よ り 装 着 さ れ る 。 尚 、 バ ッ テ リ １ ８ の ス

ラ イ ド 装 着 方 向 は 、 上 側 か ら 下 方 へ の 方 向 以 外 の 方 向 で あ っ て も 良 い 。 又 、 バ ッ テ リ １ ８

は 、 ス ラ イ ド 装 着 以 外 の 態 様 で 装 着 さ れ て も 良 い 。

　 バ ッ テ リ １ ８ は 、 ３ ６ Ｖ （ ボ ル ト ） の リ チ ウ ム イ オ ン バ ッ テ リ で あ る 。 バ ッ テ リ １ ８ は

、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の バ ッ テ リ ケ ー ス 内 に 、 図 示 さ れ な い セ ル を １ ０ 個 内 包 す る も の で あ る

。 セ ル は 、 軸 方 向 に 長 い 円 柱 状 で あ り 、 バ ッ テ リ １ ８ の 装 着 時 に 左 右 方 向 を 向 い て い る 。

バ ッ テ リ １ ８ は 、 モ ー タ １ ２ を 駆 動 す る た め の 電 力 を 保 持 し て い る 。 尚 、 バ ッ テ リ １ ８ と

し て 、 １ ０ ． ８ Ｖ 、 １ ４ ． ４ Ｖ ， １ ８ Ｖ ， ２ ５ ． ２ Ｖ ， ２ ８ Ｖ 等 の 任 意 の リ チ ウ ム イ オ ン

バ ッ テ リ が 用 い ら れ て も 良 い 。 又 、 バ ッ テ リ １ ８ と し て 、 １ ０ ． ８ Ｖ 未 満 あ る い は ３ ６ Ｖ

を 超 え る 電 圧 の リ チ ウ ム イ オ ン バ ッ テ リ が 用 い ら れ て も 良 い 。 バ ッ テ リ １ ８ と し て 、 他 の

種 類 の バ ッ テ リ が 用 い ら れ て も 良 い 。 複 数 の バ ッ テ リ １ ８ が 用 い ら れ て も 良 い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ は 、 バ ッ テ リ 装 着 部 １ ６ の 内 部 に 保 持 さ れ る 。

　 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ は 、 モ ー タ １ ２ を 制 御 す る 。 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ に は 、 コ ネ ク タ ２ ２ を

介 し て 、 モ ー タ １ ２ が 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 更 に 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ に は 、 バ ッ テ リ

装 着 部 １ ６ の 本 体 部 側 端 子 が 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。

　 又 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ に は 、 速 度 調 整 ダ イ ヤ ル ２ ４ 、 及 び メ イ ン ス イ ッ チ ２ ６ が 、 そ れ

ぞ れ 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 コ ネ ク タ ２ ２ は 、 モ ー タ １ ２ と コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ と を 結 ぶ リ ー ド 線 （ 図 示 略 ） に 介 装 さ

れ て い る 。

　 コ ネ ク タ ２ ２ は 、 再 接 続 可 能 に 切 り 離 す こ と が で き る 。 モ ー タ １ ２ 及 び コ ン ト ロ ー ラ ２

０ の 一 方 の み が 、 故 障 等 に よ り 交 換 を 要 す る 場 合 、 コ ネ ク タ ２ ２ を 切 り 離 す こ と で 容 易 に

交 換 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 速 度 調 整 ダ イ ヤ ル ２ ４ は 、 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ ４ ０ の 後 端 部 の 上 部 に 配 置 さ れ て い る 。

　 速 度 調 整 ダ イ ヤ ル ２ ４ は 、 上 下 左 右 に 広 が っ て お り 、 前 後 方 向 の 仮 想 軸 周 り で 回 転 可 能

で あ る 。

　 速 度 調 整 ダ イ ヤ ル ２ ４ の 上 端 部 は 、 露 出 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 メ イ ン ス イ ッ チ ２ ６ は 、 モ ー タ ハ ウ ジ ン グ ４ ０ の 前 端 上 部 に 配 置 さ れ る 。

　 メ イ ン ス イ ッ チ ２ ６ の 上 部 は 、 露 出 し て い る 。 メ イ ン ス イ ッ チ ２ ６ は 、 後 方 の オ フ 位 置

か ら そ の 前 方 の 最 大 オ ン 位 置 ま で 、 前 後 に ス ラ イ ド 可 能 で あ る 。

　 メ イ ン ス イ ッ チ ２ ６ は 、 ユ ー ザ に よ り オ フ 位 置 か ら 前 方 へ の ス ラ イ ド 操 作 が な さ れ る と

、 所 定 の 遊 び を 経 て オ ン と な る 。
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　 尚 、 メ イ ン ス イ ッ チ ２ ６ は 、 オ ン と な っ た 状 態 か ら 更 に 前 方 へ 操 作 さ れ る と 、 前 方 へ の

操 作 量 に 応 じ て 、 発 出 す る 信 号 の 状 態 を 変 え て も 良 い 。 こ の 場 合 、 速 度 調 整 ダ イ ヤ ル ２ ４

が 省 略 さ れ 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ が メ イ ン ス イ ッ チ ２ ６ の 信 号 の 状 態 に 応 じ て モ ー タ １ ２ の

回 転 速 度 を 変 え て も 良 い 。 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ は 、 メ イ ン ス イ ッ チ ２ ６ が 前 方 へ 操 作 さ れ る

ほ ど 、 モ ー タ １ ２ の 回 転 速 度 が 速 く な る よ う に 、 モ ー タ １ ２ を 制 御 し て も 良 い 。 又 、 遊 び

が 省 略 さ れ 、 メ イ ン ス イ ッ チ ２ ６ が 前 方 へ の 操 作 開 始 に よ り す ぐ に オ ン と な る よ う に し て

も 良 い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 動 力 伝 達 部 ２ ８ は 、 ス ピ ン ド ル ３ ０ を 介 し て 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ に モ ー タ １ ２ の 動 力 を

伝 達 す る 。 ス ピ ン ド ル ３ ０ は 、 円 柱 状 で あ る 。 ス ピ ン ド ル ３ ０ は 、 左 右 に 延 び る 。

　 動 力 伝 達 部 ２ ８ は 、 ギ ヤ ハ ウ ジ ン グ ４ ４ 内 に 配 置 さ れ て い る 。 動 力 伝 達 部 ２ ８ は 、 図 示

さ れ な い ベ ベ ル ギ ヤ を 含 ん で い る 。

　 ベ ベ ル ギ ヤ は 、 ピ ニ オ ン 部 ５ ２ と 噛 み 合 っ て い る 。

　 ベ ベ ル ギ ヤ は 、 モ ー タ 軸 ５ ０ の 回 転 を 減 速 し 、 ス ピ ン ド ル ３ ０ に 伝 え る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ス ピ ン ド ル ３ ０ の 右 部 は 、 ギ ヤ ハ ウ ジ ン グ ４ ４ 内 に 配 置 さ れ て い る 。

　 ス ピ ン ド ル ３ ０ の 中 央 部 は 、 ベ ア リ ン グ ボ ッ ク ス ４ ５ 内 に 配 置 さ れ て い る 。

　 ス ピ ン ド ル ３ ０ の 左 部 即 ち 先 端 部 は 、 ベ ア リ ン グ ボ ッ ク ス ４ ５ の 左 開 口 部 か ら 左 方 へ 出

て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 シ ャ フ ト ロ ッ ク 部 は 、 ギ ヤ ハ ウ ジ ン グ ４ ４ の 右 下 部 に 配 置 さ れ て い る 。

　 シ ャ フ ト ロ ッ ク 部 は 、 シ ャ フ ト ロ ッ ク ボ タ ン と 、 ロ ッ ク ピ ン と 、 弾 性 体 と し て の コ イ ル

ス プ リ ン グ と 、 を 有 す る 。

　 モ ー タ １ ２ の 非 駆 動 時 に お い て 、 ユ ー ザ が シ ャ フ ト ロ ッ ク ボ タ ン を コ イ ル ス プ リ ン グ の

付 勢 力 に 抗 し て 左 方 へ 押 す と 、 ロ ッ ク ピ ン が 動 力 伝 達 部 ２ ８ に お け る ベ ベ ル ギ ヤ の ロ ッ ク

穴 に 入 る 。

　 よ っ て 、 ユ ー ザ に よ る シ ャ フ ト ロ ッ ク ボ タ ン の 押 下 に よ り 、 ベ ベ ル ギ ヤ 及 び こ れ と つ な

が る 部 材 の 回 転 が ロ ッ ク さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 先 端 工 具 取 付 部 ３ １ は 、 左 右 に 延 び る 円 柱 状 で あ る 。

　 先 端 工 具 取 付 部 ３ １ は 、 軸 体 １ ０ ０ と 、 ス リ ー ブ １ ０ ２ と 、 軸 方 向 に 弾 性 を 呈 す る 弾 性

体 で あ る コ ン プ レ ッ シ ョ ン ス プ リ ン グ と し て の コ イ ル ス プ リ ン グ （ 図 示 略 ） と 、 挟 持 部 材

１ ０ ６ と 、 軸 周 り の 回 転 方 向 に 弾 性 を 呈 す る 弾 性 体 で あ る ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ （ 図 示 略

） と 、 キ ャ ッ プ １ １ ２ と 、 ネ ジ １ １ ４ と 、 を 有 す る 。

　 軸 体 １ ０ ０ 及 び ス リ ー ブ １ ０ ２ は 、 軸 部 １ １ ５ を 構 成 す る 。 尚 、 軸 部 １ １ ５ は 、 他 の 構

成 要 素 を 有 し て い て も 良 い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ は 、 研 磨 面 Ｐ と 、 中 央 孔 ３ ２ Ｈ と 、 を 有 す る 。

　 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ は 、 中 心 軸 に 沿 う 中 央 孔 ３ ２ Ｈ を 有 す る 円 柱 状 で あ る 。

　 研 磨 面 Ｐ は 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 外 曲 面 即 ち 円 筒 面 に 配 置 さ れ て い る 。 回 転 す る 研 磨 ホ

イ ー ル ３ ２ の 研 磨 面 Ｐ が 被 加 工 材 の 被 加 工 部 に 当 て ら れ る こ と に よ り 、 被 加 工 部 が 研 磨 さ

れ る 。

　 中 央 孔 ３ ２ Ｈ は 、 左 側 か ら 右 方 へ 見 て 、 “ ＋ ” 字 状 あ る い は “ Ｘ ” 字 状 で あ る 。 中 央 孔

３ ２ Ｈ の 中 央 部 は 、 左 右 に 延 び る 円 柱 状 で あ る 。 中 央 孔 ３ ２ Ｈ の 中 央 部 に は 、 複 数 （ ４ つ

） の ホ イ ー ル 溝 ３ ２ Ｄ が つ な が っ て い る 。 各 ホ イ ー ル 溝 ３ ２ Ｄ は 、 放 射 方 向 に 凹 ん で お り

、 左 右 に 延 び て い る 。 ４ つ の ホ イ ー ル 溝 ３ ２ Ｄ は 、 周 方 向 で 等 間 隔 に 配 置 さ れ て い る 。 ４

つ の ホ イ ー ル 溝 ３ ２ Ｄ の う ち ２ つ は 、 １ つ の 組 と し て 、 互 い に 向 か い 合 っ て い る 。 残 る ２

つ の ホ イ ー ル 溝 ３ ２ Ｄ は 、 別 の １ つ の 組 と し て 、 互 い に 向 か い 合 っ て い る 。

　 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ は 、 中 央 孔 ３ ２ Ｈ に 先 端 工 具 取 付 部 ３ １ が 入 る こ と で 、 先 端 工 具 取 付

部 ３ １ に 装 着 さ れ る 。 尚 、 中 央 孔 ３ ２ Ｈ は 、 直 線 部 分 が １ 本 だ け し か な い “ Φ ” 字 状 に な
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っ て い て も 良 い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 軸 体 １ ０ ０ （ 図 ３ ） は 、 左 右 に 延 び る 円 柱 状 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ス リ ー ブ １ ０ ２ は 、 左 右 に 延 び る 円 筒 状 で あ る 。 ス リ ー ブ １ ０ ２ は 、 複 数 （ ２ つ ） の 突

条 １ ２ ０ と 、 段 部 １ ３ ０ と 、 を 有 す る 。

　 各 突 条 １ ２ ０ は 、 ス リ ー ブ １ ０ ２ の 外 面 に 形 成 さ れ て い る 。 各 突 条 １ ２ ０ は 、 径 方 向 外

方 に 突 出 し 、 左 右 に 延 び て い る 。 各 突 条 １ ２ ０ は 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 中 央 孔 ３ ２ Ｈ の ホ

イ ー ル 溝 ３ ２ Ｄ に 進 入 可 能 で あ る 。 各 突 条 １ ２ ０ の 左 端 部 に は 、 凸 部 １ ２ ２ が 形 成 さ れ て

い る 。 各 凸 部 １ ２ ２ は 、 隣 接 部 位 に 対 し て 左 方 に 突 出 し て い る 。 各 凸 部 １ ２ ２ の 幅 即 ち 上

下 方 向 あ る い は 周 方 向 の 大 き さ は 、 そ の 右 側 に お け る 突 条 １ ２ ０ の 幅 よ り 小 さ い 。 尚 、 各

凸 部 １ ２ ２ の 幅 は 、 そ の 右 側 に お け る 突 条 １ ２ ０ の 幅 と 同 じ で あ っ て も 良 い し 、 そ の 右 側

に お け る 突 条 １ ２ ０ の 幅 よ り 大 き く て も 良 い 。

　 段 部 １ ３ ０ は 、 ス リ ー ブ １ ０ ２ の 右 端 部 に 形 成 さ れ て い る 。 段 部 １ ３ ０ は 、 左 側 か ら 右

方 へ 見 て 、 リ ン グ 状 で あ る 。 段 部 １ ３ ０ は 、 前 後 上 下 に 広 が る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 軸 体 １ ０ ０ と ス リ ー ブ １ ０ ２ と の 間 に は 、 コ イ ル ス プ リ ン グ が 介 装 さ れ て い る 。

　 コ イ ル ス プ リ ン グ は 、 軸 体 １ ０ ０ に 対 し て ス リ ー ブ １ ０ ２ を 左 方 に 付 勢 す る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 挟 持 部 材 １ ０ ６ は 、 左 右 に 延 び る 円 筒 状 で あ る 。 挟 持 部 材 １ ０ ６ は 、 挟 持 部 材 本 体 部 １

４ ０ と 、 複 数 （ ２ つ ） の 突 起 １ ４ ２ と 、 複 数 （ ２ つ ） の 凹 み １ ４ ４ と 、 を 有 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 挟 持 部 材 本 体 部 １ ４ ０ は 、 左 右 方 向 に お け る 中 央 部 に 形 成 さ れ て い る 。 挟 持 部 材 本 体 部

１ ４ ０ は 、 隣 接 部 位 に 対 し て 、 径 方 向 外 方 に 膨 ら ん で い る 。

　 挟 持 部 材 本 体 部 １ ４ ０ の 外 径 は 、 隣 接 部 位 の 外 径 よ り 大 き い 。 挟 持 部 材 本 体 部 １ ４ ０ の

外 径 は 、 各 突 条 １ ２ ０ を 除 く ス リ ー ブ １ ０ ２ の 外 径 と 同 様 で あ る 。

　 挟 持 部 材 本 体 部 １ ４ ０ よ り 右 側 の 部 分 の 外 径 は 、 ス リ ー ブ １ ０ ２ の 左 開 口 部 と 同 様 で あ

る 。 挟 持 部 材 本 体 部 １ ４ ０ よ り 右 側 の 部 分 の 右 部 は 、 ス リ ー ブ １ ０ ２ の 左 開 口 部 内 に 入 っ

て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 各 突 起 １ ４ ２ は 、 挟 持 部 材 本 体 部 １ ４ ０ の 左 部 か ら 径 方 向 外 方 に 突 出 し て い る 。 各 突 起

１ ４ ２ は 、 周 方 向 に お い て 等 間 隔 に 配 置 さ れ て お り 、 挟 持 部 材 １ ０ ６ の 中 心 軸 を 挟 ん で 向

か い 合 っ て い る 。

　 各 突 起 １ ４ ２ は 、 ホ イ ー ル 溝 ３ ２ Ｄ に 進 入 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 各 凹 み １ ４ ４ は 、 互 い に 同 様 な 形 状 を 有 す る 。 各 凹 み １ ４ ４ は 、 挟 持 部 材 本 体 部 １ ４ ０

の 右 端 部 か ら 左 方 へ 凹 ん で い る 。 各 凹 み １ ４ ４ に お け る 挟 持 部 材 １ ０ ６ の 外 径 は 、 挟 持 部

材 本 体 部 １ ４ ０ よ り 右 側 の 部 分 と 同 様 で あ る 。 各 凹 み １ ４ ４ は 、 後 側 か ら 前 方 へ 見 た 場 合

に “ Σ ” 字 状 を 呈 す る 。 各 凹 み １ ４ ４ は 、 図 示 さ れ な い 第 １ 凹 み 部 と 、 第 ２ 凹 み 部 １ ５ ２

と 、 を 有 す る 。

　 第 １ 凹 み 部 は 、 径 方 向 に 凹 ん で お り 、 左 右 に 延 び て い る 。 第 １ 凹 み 部 の 幅 即 ち 周 方 向 の

大 き さ は 、 ス リ ー ブ １ ０ ２ に お け る 各 凸 部 １ ２ ２ の 幅 と 同 様 で あ る 。 各 凸 部 １ ２ ２ は 、 第

１ 凹 み 部 に 進 入 可 能 で あ る 。 第 １ 凹 み 部 は 、 対 応 す る 突 起 １ ４ ２ の 右 側 に 配 置 さ れ て い る

。

　 第 ２ 凹 み 部 １ ５ ２ は 、 径 方 向 に 凹 ん で お り 、 左 右 に 延 び て い る 。 第 ２ 凹 み 部 １ ５ ２ は 、

第 １ 凹 み 部 側 に 斜 面 部 を 有 す る “ ∠ ” 字 状 で あ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ は 、 挟 持 部 材 本 体 部 １ ４ ０ よ り 右 側 の 部 分 内 と 、 軸 体 １ ０ ０ と の

間 に 介 装 さ れ て い る 。

　 ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ は 、 挟 持 部 材 １ ０ ６ を 、 周 方 向 で あ っ て 、 左 側 か ら 右 方 へ 見 た 場

10

20

30

40

50



(9) JP  2025-181630  A   2025.12.11

合 の 時 計 回 り に 付 勢 す る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 キ ャ ッ プ １ １ ２ は 、 円 盤 状 で あ り 、 前 後 上 下 に 広 が っ て い る 。

　 キ ャ ッ プ １ １ ２ は 、 ネ ジ １ １ ４ に よ り 、 軸 体 １ ０ ０ の 左 端 部 に 一 体 に 固 定 さ れ て い る 。

ネ ジ １ １ ４ は 、 軸 体 １ ０ ０ の 左 穴 に 入 れ ら れ る 。

　 挟 持 部 材 １ ０ ６ は 、 キ ャ ッ プ １ １ ２ と ス リ ー ブ １ ０ ２ と で 挟 ま れ て お り 、 左 右 方 向 の 中

心 軸 の 周 り で 回 転 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 以 下 、 先 端 工 具 取 付 部 ３ １ に 対 す る 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 着 脱 が 説 明 さ れ る 。

　 尚 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 着 脱 は 、 図 示 さ れ た 方 向 即 ち 説 明 上 の 方 向 と は 異 な る 方 向 と な

る ホ イ ー ル サ ン ダ １ の 姿 勢 に お い て 行 わ れ て も 良 い 。 例 え ば 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 着 脱 は

、 先 端 工 具 取 付 部 ３ １ が 鉛 直 方 向 を 向 き 、 先 端 工 具 取 付 部 ３ １ の 先 端 部 が 上 方 と な る 姿 勢

で 行 わ れ て も 良 い 。 以 下 の 説 明 は 、 図 示 さ れ た 方 向 に 従 う 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 先 端 工 具 取 付 部 ３ １ か ら 外 さ れ て い た 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ を 装 着 す る 場 合 、 左 側 か ら 右 方

へ 見 て 、 即 ち 先 端 工 具 取 付 部 ３ １ の 長 手 方 向 に お い て 、 挟 持 部 材 １ ０ ６ の 各 突 起 １ ４ ２ が

ス リ ー ブ １ ０ ２ の 対 応 す る 突 条 １ ２ ０ と 重 な っ て い る こ と を 確 認 す る 。 即 ち 、 ユ ー ザ は 、

各 突 起 １ ４ ２ が 対 応 す る 突 条 １ ２ ０ と 同 様 の 回 転 位 置 と な っ て い る こ と を 確 認 す る 。 も し

、 各 突 起 １ ４ ２ が 対 応 す る 突 条 １ ２ ０ と 同 様 の 回 転 位 置 と な っ て い な い 場 合 （ 図 ３ ） 、 ユ

ー ザ は 、 挟 持 部 材 １ ０ ６ を 、 各 突 起 １ ４ ２ が 対 応 す る 突 条 １ ２ ０ と 同 様 の 回 転 位 置 と な る

ま で 、 左 側 か ら 右 方 へ 見 て 反 時 計 回 り に ひ ね る 。

　 こ の と き 、 挟 持 部 材 １ ０ ６ は 、 着 脱 状 態 と な っ て い る 。 又 、 各 凸 部 １ ２ ２ は 、 対 応 す る

凹 み １ ４ ４ の 第 １ 凹 み 部 に 進 入 し て い る 。 よ っ て 、 挟 持 部 材 １ ０ ６ は 、 着 脱 状 態 で 仮 固 定

さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 そ し て 、 ユ ー ザ は 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ を 、 先 端 工 具 取 付 部 ３ １ に 対 し 、 左 側 か ら 右 方 へ

近 づ け る 。 ユ ー ザ は 、 中 央 孔 ３ ２ Ｈ に 先 端 工 具 取 付 部 ３ １ を 入 れ る 。 こ の と き 、 ２ 組 の ホ

イ ー ル 溝 ３ ２ Ｄ の う ち の 何 れ か 一 方 の 組 に 、 ス リ ー ブ １ ０ ２ の ２ つ の 突 条 １ ２ ０ 、 及 び 挟

持 部 材 １ ０ ６ の ２ つ の 突 起 １ ４ ２ が 入 る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 ユ ー ザ は 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 左 面 が 各 突 起 １ ４ ２ の 右 側 に 至 る ま で 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２

を 入 れ て い く 。 こ の と き 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 右 面 が 、 ス リ ー ブ １ ０ ２ の 段 部 １ ３ ０ に 当

接 す る 。

　 ユ ー ザ は 、 更 に 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ を 、 右 方 へ 即 ち 先 端 工 具 取 付 部 ３ １ の 反 先 端 側 へ 押 す

。 こ の と き 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 右 面 は 、 ス リ ー ブ １ ０ ２ を 、 コ イ ル ス プ リ ン グ の 付 勢 力

に 抗 し て 、 右 方 へ 押 す 。 ス リ ー ブ １ ０ ２ は 、 挟 持 部 材 １ ０ ６ に 対 し 、 右 方 に 移 動 す る 。 ス

リ ー ブ １ ０ ２ の 凸 部 １ ２ ２ は 、 挟 持 部 材 １ ０ ６ の 第 １ 凹 み 部 に 対 し 、 右 方 に 抜 け て い く 。

　 そ し て 、 凸 部 １ ２ ２ の 左 端 部 が 第 １ 凹 み 部 の 右 端 部 に 達 し て 、 凸 部 １ ２ ２ が 第 １ 凹 み 部

か ら 抜 け 出 し て 外 れ る と 、 挟 持 部 材 １ ０ ６ が 、 ト ー シ ョ ン ス プ リ ン グ の 付 勢 力 に よ り 、 左

側 か ら 右 方 へ 見 て 時 計 回 り に 自 動 的 に 回 転 す る 。 こ の 挟 持 部 材 １ ０ ６ の 回 転 は 、 凸 部 １ ２

２ が 第 ２ 凹 み 部 １ ５ ２ に お け る 第 １ 凹 み 部 か ら 離 れ た 側 の 端 面 に 当 接 す る と 、 完 了 す る 。

こ の 挟 持 部 材 １ ０ ６ の 回 転 に よ り 、 着 脱 状 態 で の 挟 持 部 材 １ ０ ６ の 仮 固 定 は 解 除 さ れ る 。

　 こ の と き 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 各 突 起 １ ４ ２ は 、 左 側 か ら 右 方 へ 見 て 、 斜

め の 方 向 、 よ り 詳 し く は 前 上 が り の 方 向 を 向 い て い る 。 各 突 起 １ ４ ２ は 、 左 側 か ら 右 方 へ

見 て 、 対 応 す る 突 条 １ ２ ０ か ら ず れ る 。 即 ち 、 挟 持 部 材 １ ０ ６ は 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ を 先

端 工 具 取 付 部 ３ １ に 対 し て 固 定 可 能 で あ る 固 定 状 態 と な る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 ユ ー ザ が 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 右 方 へ の 移 動 を 止 め る と 、 コ イ ル ス プ リ ン グ の 付 勢 力 に よ

り 、 ス リ ー ブ １ ０ ２ が 軸 体 １ ０ ０ に 対 し て 左 方 へ 移 動 す る 。 こ の と き 、 ス リ ー ブ １ ０ ２ の

段 部 １ ３ ０ が 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ を 左 方 へ 押 し 、 ス リ ー ブ １ ０ ２ が 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ と
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共 に 移 動 す る 。

　 そ し て 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 左 面 が 挟 持 部 材 １ ０ ６ の 突 起 １ ４ ２ に 当 接 し 、 研 磨 ホ イ ー

ル ３ ２ が 各 突 起 １ ４ ２ と 段 部 １ ３ ０ と の 間 で 挟 持 さ れ る 。 即 ち 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ は 、 挟

持 部 材 １ ０ ６ と ス リ ー ブ １ ０ ２ と で 挟 持 さ れ る 。 よ っ て 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ は 、 先 端 工 具

取 付 部 ３ １ に 対 し 取 り 付 け ら れ る 。 各 突 起 １ ４ ２ の 回 転 位 置 は 、 対 応 す る 突 条 １ ２ ０ の 回

転 位 置 に 対 し て ず れ る た め 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 各 ホ イ ー ル 溝 ３ ２ Ｄ の 回 転 位 置 に 対 し て

ず れ る 。 よ っ て 、 各 突 起 １ ４ ２ は 、 周 方 向 で 隣 接 す る ホ イ ー ル 溝 ３ ２ Ｄ の 間 の 部 分 に 当 接

す る 。

　 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ は 、 １ 組 の ホ イ ー ル 溝 ３ ２ Ｄ に 対 し て 対 応 す る 突 条 １ ２ ０ が 入 る 状 態

で 装 着 さ れ る 。 よ っ て 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 先 端 工 具 取 付 部 ３ １ に 対 す る 相 対 回 転 が 抑 制

さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 ユ ー ザ は 、 装 着 さ れ た 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ を 抜 き 取 る 場 合 、 ま ず メ イ ン ス イ ッ チ ２ ６ の オ

フ 即 ち モ ー タ １ ２ の 停 止 を 確 認 す る 。

　 次 い で 、 ユ ー ザ は 、 シ ャ フ ト ロ ッ ク ボ タ ン を 押 す 。 す る と 、 先 端 工 具 取 付 部 ３ １ の 回 転

が 、 ベ ベ ル ギ ヤ 及 び ス ピ ン ド ル ３ ０ を 介 し て 、 ロ ッ ク さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 ユ ー ザ は 、 シ ャ フ ト ロ ッ ク ボ タ ン を 押 し た ま ま 、 挟 持 部 材 １ ０ ６ を 、 ト ー シ ョ ン ス プ リ

ン グ の 付 勢 力 に 抗 し て 、 左 側 か ら 右 方 へ 見 て 反 時 計 回 り に 回 転 さ せ る 。 こ の と き 、 ユ ー ザ

は 、 必 要 に 応 じ 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ を 介 し て ス リ ー ブ １ ０ ２ を 右 方 へ 押 し て 、 凸 部 １ ２ ２

を 第 ２ 凹 み 部 １ ５ ２ か ら 抜 け 出 さ せ る 。

　 挟 持 部 材 １ ０ ６ は 、 反 時 計 回 り の 回 転 に よ り 、 着 脱 状 態 と な る 。 こ の と き 、 ス リ ー ブ １

０ ２ の 凸 部 １ ２ ２ は 、 コ イ ル ス プ リ ン グ の 付 勢 力 に よ り 、 挟 持 部 材 １ ０ ６ の 第 １ 凹 み 部 に

対 し 進 入 す る 。 よ っ て 、 挟 持 部 材 １ ０ ６ は 、 着 脱 状 態 で 固 定 さ れ る 。 又 、 研 磨 ホ イ ー ル ３

２ は 、 コ イ ル ス プ リ ン グ の 付 勢 力 を 受 け た ス リ ー ブ １ ０ ２ を 介 し て 、 左 方 に 弾 み 出 る 。

　 ユ ー ザ は 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ を 、 先 端 工 具 取 付 部 ３ １ に 対 し て 左 方 へ 移 動 さ せ 、 先 端 工

具 取 付 部 ３ １ か ら 抜 き 取 る 。

　 ユ ー ザ は 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 取 り 出 し の 完 了 後 、 シ ャ フ ト ロ ッ ク ボ タ ン の 押 下 を 止 め

る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 ハ ン ド ル 部 ４ は 、 ハ ン ド ル ホ ル ダ ２ ０ ０ と 、 ハ ン ド ル レ バ ー ２ ０ １ と 、 グ リ ッ プ ２ ０ ２

と 、 を 有 す る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 ハ ン ド ル ホ ル ダ ２ ０ ０ は 、 ア ー ム 状 で あ り 、 上 下 に 延 び て い る 。 ハ ン ド ル ホ ル ダ ２ ０ ０

は 、 金 属 製 で あ る 。

　 ハ ン ド ル ホ ル ダ ２ ０ ０ は 、 装 着 部 ２ １ ０ と 、 上 孔 部 ２ １ ４ と 、 カ バ ー 取 付 部 ２ １ ６ と 、

を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 装 着 部 ２ １ ０ は 、 ハ ン ド ル ホ ル ダ ２ ０ ０ の 下 端 部 に 配 置 さ れ て い る 。 装 着 部 ２ １ ０ は 、

左 側 か ら 右 方 へ 見 て “ Ｃ ” 字 状 の 部 分 で あ る 。 装 着 部 ２ １ ０ の 切 れ 目 は 、 前 端 部 に 配 置 さ

れ て い る 。 装 着 部 ２ １ ０ の 切 れ 目 の 上 側 の 部 分 及 び 下 側 の 部 分 に は 、 そ れ ぞ れ 貫 通 穴 と ネ

ジ 孔 が 設 け ら れ て い る 。 各 貫 通 穴 と ネ ジ 孔 は 、 上 下 に 延 び て い る 。

　 装 着 部 ２ １ ０ は 、 ベ ア リ ン グ ボ ッ ク ス ４ ５ の 周 り に 配 置 さ れ て い る 。 装 着 部 ２ １ ０ は 、

各 ネ ジ 孔 に １ つ の ネ ジ ２ ２ １ （ 図 ３ ） の 下 部 を 入 れ る こ と で 、 ベ ア リ ン グ ボ ッ ク ス ４ ５ に

対 し 一 体 に 固 定 さ れ る 。 各 ネ ジ 孔 へ の ネ ジ ２ ２ １ の 進 入 に 従 っ て 、 装 着 部 ２ １ ０ の 内 径 が

小 さ く な り 、 ベ ア リ ン グ ボ ッ ク ス ４ ５ の 外 面 に 対 し 締 め 付 け ら れ る 。 よ っ て 、 ハ ン ド ル 部

４ は 、 本 体 部 ２ に 対 し て 装 着 さ れ る 。

　 ネ ジ ２ ２ １ の 上 部 は 、 ハ ン ド ル レ バ ー ２ ０ １ の 前 端 部 に 入 っ て い る 。 ハ ン ド ル レ バ ー ２

０ １ は 、 前 後 に 延 び て い る 。 ハ ン ド ル レ バ ー ２ ０ １ は 、 ハ ン ド ル ホ ル ダ ２ ０ ０ の 右 側 に 配

置 さ れ て い る 。 ハ ン ド ル レ バ ー ２ ０ １ は 、 ギ ヤ ハ ウ ジ ン グ ４ ４ の 上 側 に 配 置 さ れ て い る 。
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　 ネ ジ ２ ２ １ は 、 ハ ン ド ル レ バ ー ２ ０ １ の 操 作 に よ り 、 六 角 レ ン チ （ ｈ ｅ ｘ 　 ｋ ｅ ｙ ） 等

の ツ ー ル を 使 用 せ ず に 、 即 ち ツ ー ル レ ス で ネ ジ ２ ２ １ を 回 す こ と が で き る 。 よ っ て 、 ハ ン

ド ル 部 ４ は 、 本 体 部 ２ に 対 し 、 ツ ー ル レ ス で 着 脱 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 上 孔 部 ２ １ ４ は 、 ハ ン ド ル ホ ル ダ ２ ０ ０ の 上 端 部 に 配 置 さ れ て い る 。

　 上 孔 部 ２ １ ４ は 、 １ つ の グ リ ッ プ 取 付 孔 ２ ３ ９ を 有 し て い る 。 グ リ ッ プ 取 付 孔 ２ ３ ９ は

、 左 右 に 延 び て い る 。 尚 、 グ リ ッ プ 取 付 孔 ２ ３ ９ は 、 複 数 設 け ら れ て い て も 良 い 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 カ バ ー 取 付 部 ２ １ ６ は 、 ハ ン ド ル ホ ル ダ ２ ０ ０ の 上 下 方 向 に お け る 中 央 部 に 配 置 さ れ て

い る 。

　 カ バ ー 取 付 部 ２ １ ６ は 、 ハ ン ド ル ホ ル ダ ２ ０ ０ の 左 面 に お い て 、 隣 接 す る 部 分 に 対 し て

右 方 に 凹 ん だ 凹 部 ２ ４ ０ を 有 し て い る 。 カ バ ー 取 付 部 ２ １ ６ は 、 凹 部 ２ ４ ０ に お い て 、 複

数 （ ２ つ ） の ネ ジ 孔 ２ ４ ２ を 有 し て い る 。 各 ネ ジ 孔 ２ ４ ２ は 、 左 右 に 延 び て い る 。 ネ ジ 孔

２ ４ ２ は 、 上 下 に 並 ん で い る 。

　 尚 、 カ バ ー 取 付 部 ２ １ ６ は 、 凹 部 ２ ４ ０ を 有 し て い な く て も 良 い 。 又 、 ネ ジ 孔 ２ ４ ２ は

、 １ つ で あ っ て も 良 い し 、 ３ つ 以 上 で あ っ て も 良 い 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 グ リ ッ プ ２ ０ ２ は 、 ユ ー ザ が 把 持 可 能 な 部 分 で あ る 。 グ リ ッ プ ２ ０ ２ は 、 左 右 に 延 び て

い る 。 グ リ ッ プ ２ ０ ２ は 、 先 端 工 具 取 付 部 ３ １ と 平 行 で あ る 。 尚 、 グ リ ッ プ ２ ０ ２ は 、 先

端 工 具 取 付 部 ３ １ に 対 し て 傾 斜 し て い て も 良 い 。 そ の 傾 斜 の 角 度 は 、 ４ ５ ° 以 下 で あ っ て

も 良 い 。

　 グ リ ッ プ ２ ０ ２ は 、 ハ ン ド ル ホ ル ダ ２ ０ ０ の 上 孔 部 ２ １ ４ に お け る グ リ ッ プ 取 付 孔 ２ ３

９ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 尚 、 グ リ ッ プ 取 付 孔 ２ ３ ９ が 複 数 設 け ら れ た 場 合 、 グ リ ッ プ ２

０ ２ は 、 何 れ か １ つ の グ リ ッ プ 取 付 孔 ２ ３ ９ に 取 り 付 け ら れ て も 良 い 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 図 ４ は 、 カ バ ー ６ の 後 側 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。 図 ５ は 、 カ バ ー ６ の 下 側 の 分 解 斜 視 図 で

あ る 。 図 ６ は 、 カ バ ー ６ の 左 右 方 向 の 中 央 に お け る 縦 断 面 図 で あ る 。 図 ７ は 、 カ バ ー ６ の

前 側 の 斜 視 図 で あ る 。

　 カ バ ー ６ は 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 後 部 を 覆 う 。 カ バ ー ６ は 、 ハ ン ド ル 部 ４ に 取 り 付 け ら

れ る 。 尚 、 カ バ ー ６ は 、 本 体 部 ２ に 取 り 付 け ら れ て も 良 い 。

　 カ バ ー ６ は 、 メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ と 、 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ と 、 ブ ラ シ ３ ０ ４ と 、 を 有 す る

。

　 尚 、 ブ ラ シ ３ ０ ４ は 、 図 ５ 及 び 図 ６ の み に 図 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 で あ り 、 メ イ ン カ バ ー 本 体 ３ １ ０ と 、 第 １ 突 起

部 ３ １ １ と 、 メ イ ン カ バ ー 支 持 部 ３ １ ２ と 、 補 助 カ バ ー 被 取 付 部 と し て の レ ー ル 部 ３ １ ４

と 、 を 有 す る 。

　 メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ は 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 上 側 の 一 部 又 は 全 部 を 覆 う 。 メ イ ン カ バ ー

３ ０ ０ は 、 上 側 か ら 下 方 へ 見 た 場 合 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 全 体 又 は 大 部 分 と 重 な る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 メ イ ン カ バ ー 本 体 ３ １ ０ は 、 曲 板 状 で あ る 。 メ イ ン カ バ ー 本 体 ３ １ ０ は 、 円 筒 面 状 で あ

る 。

　 メ イ ン カ バ ー 本 体 ３ １ ０ は 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 上 方 及 び 後 上 方 、 即 ち 研 磨 ホ イ ー ル ３

２ の ユ ー ザ 側 を 覆 う 。 又 、 メ イ ン カ バ ー 本 体 ３ １ ０ は 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 右 上 方 、 即 ち

メ イ ン カ バ ー 支 持 部 ３ １ ２ 側 を 覆 う 。

　 メ イ ン カ バ ー 本 体 ３ １ ０ の 下 面 に は 、 複 数 の リ ブ ３ １ ７ が 立 て ら れ て い る 。 リ ブ ３ １ ７

は 、 格 子 状 に 配 置 さ れ て い る 。 尚 、 リ ブ ３ １ ７ の 一 部 又 は 全 部 は 、 省 略 さ れ て も 良 い 。 リ

ブ ３ １ ７ の 配 置 は 、 格 子 状 以 外 で あ っ て も 良 い 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ 突 起 部 ３ １ １ は 、 メ イ ン カ バ ー 本 体 ３ １ ０ の 前 面 部 の 右 下
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部 か ら 前 方 に 突 出 し て い る 。 第 １ 突 起 部 ３ １ １ の 前 面 は 、 曲 面 で あ る 。 第 １ 突 起 部 ３ １ １

は 、 丸 み を 帯 び て い る 。

　 尚 、 第 １ 突 起 部 ３ １ １ の 配 置 は 、 メ イ ン カ バ ー 本 体 ３ １ ０ の 前 面 部 の 右 下 部 以 外 で あ っ

て も 良 い 。 第 １ 突 起 部 ３ １ １ は 、 複 数 設 け ら れ て も 良 い し 、 省 略 さ れ て も 良 い 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 メ イ ン カ バ ー 支 持 部 ３ １ ２ は 、 メ イ ン カ バ ー 本 体 ３ １ ０ の 右 側 に 配 置 さ れ て い る 。 メ イ

ン カ バ ー 支 持 部 ３ １ ２ は 、 右 方 に 開 い た 二 股 状 で あ る 。

　 メ イ ン カ バ ー 支 持 部 ３ １ ２ は 、 ハ ン ド ル ホ ル ダ ２ ０ ０ の 上 下 方 向 に お け る 中 央 部 の 前 面

、 左 面 及 び 後 面 に 接 触 す る 。 メ イ ン カ バ ー 支 持 部 ３ １ ２ の 右 面 部 は 、 カ バ ー 取 付 部 ２ １ ６

の 凹 部 ２ ４ ０ の 左 面 部 と 同 様 の 形 状 を 有 し て い る 。 メ イ ン カ バ ー 支 持 部 ３ １ ２ の 右 面 部 は

、 凹 部 ２ ４ ０ に 入 っ て い る 。

　 メ イ ン カ バ ー 支 持 部 ３ １ ２ は 、 複 数 （ ２ つ ） の ネ ジ 孔 ３ １ ３ を 有 し て い る 。 各 ネ ジ 孔 ３

１ ３ は 、 左 右 に 延 び る 。 ネ ジ 孔 ３ １ ３ は 、 上 下 に 並 ぶ 。 尚 、 ネ ジ 孔 ３ １ ３ は 、 １ つ で あ っ

て も 良 い し 、 ３ つ 以 上 で あ っ て も 良 い 。

　 メ イ ン カ バ ー 支 持 部 ３ １ ２ の 右 壁 部 は 、 左 側 か ら 右 方 へ 入 れ ら れ る ２ つ の ネ ジ ３ １ ８ （

図 １ 及 び 図 ３ ） に よ り 、 ハ ン ド ル ホ ル ダ ２ ０ ０ に 一 体 に 固 定 さ れ る 。 各 ネ ジ ３ １ ８ は 、 左

右 に 延 び る 。 各 ネ ジ ３ １ ８ は 、 対 応 す る ネ ジ 孔 ２ ４ ２ ， ３ １ ３ に 入 る 。 尚 、 ネ ジ ３ １ ８ は

、 １ 本 で あ っ て も 良 い し 、 ３ 本 以 上 で あ っ て も 良 い 。

　 カ バ ー ６ は 、 ハ ン ド ル ホ ル ダ ２ ０ ０ の カ バ ー 取 付 部 ２ １ ６ に 取 り 付 け ら れ る 。 カ バ ー ６

は 、 各 ネ ジ ３ １ ８ を 外 す こ と で 、 ハ ン ド ル ホ ル ダ ２ ０ ０ か ら 取 り 外 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 レ ー ル 部 ３ １ ４ は 、 メ イ ン カ バ ー 本 体 ３ １ ０ の 下 辺 部 と 一 連 に 形 成 さ れ て い る 。 レ ー ル

部 ３ １ ４ の 厚 さ は 、 メ イ ン カ バ ー 本 体 ３ １ ０ の 下 辺 部 の 厚 さ よ り 厚 い 。

　 レ ー ル 部 ３ １ ４ は 、 レ ー ル 状 で あ る 。 レ ー ル 部 ３ １ ４ は 、 左 右 に 延 び て い る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 で あ り 、 補 助 カ バ ー 本 体 ３ ２ ０ と 、 粉 塵 排 出 口 ３

２ ２ と 、 補 助 カ バ ー 取 付 部 と し て の 第 １ 溝 部 ３ ２ ４ と 、 ブ ラ シ 被 取 付 部 と し て の 第 ２ 溝 部

３ ２ ６ と 、 を 有 す る 。

　 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ は 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 後 側 の 一 部 又 は 全 部 を 覆 う 。 補 助 カ バ ー ３ ０

２ は 、 後 側 か ら 前 方 へ 見 た 場 合 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 全 体 又 は 大 部 分 と 重 な る 。 補 助 カ バ

ー ３ ０ ２ は 、 メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ 、 本 体 部 ２ 及 び ハ ン ド ル 部 ４ と 分 離 可 能 で あ る 。 本 体 部

２ 及 び ハ ン ド ル 部 ４ は 、 ホ イ ー ル サ ン ダ １ に お け る 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ 用 の カ バ ー ６ 以 外 の

部 分 と 捉 え 得 る 。 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ は 、 メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ と 別 体 で あ る 。 尚 、 補 助 カ バ

ー ３ ０ ２ は 、 メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ と 協 働 で 、 後 側 か ら 前 方 へ 見 た 場 合 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２

の 全 体 又 は 大 部 分 と オ ー バ ー ラ ッ プ し て も 良 い 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 補 助 カ バ ー 本 体 ３ ２ ０ は 、 曲 板 状 で あ る 。 補 助 カ バ ー 本 体 ３ ２ ０ は 、 前 方 へ 広 が っ た ラ

ッ パ 状 で あ る 。

　 補 助 カ バ ー 本 体 ３ ２ ０ は 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 後 下 方 、 即 ち 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の ユ ー ザ

側 を 覆 う 。 又 、 補 助 カ バ ー 本 体 ３ ２ ０ は 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 右 下 方 、 即 ち 本 体 部 ２ 側 を

覆 う 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 粉 塵 排 出 口 ３ ２ ２ は 、 円 筒 状 で あ る 。 粉 塵 排 出 口 ３ ２ ２ は 、 補 助 カ バ ー 本 体 ３ ２ ０ の 中

央 部 か ら 後 方 に 突 出 し て い る 。

　 粉 塵 排 出 口 ３ ２ ２ は 、 補 助 カ バ ー 本 体 ３ ２ ０ 前 方 の 空 間 と 連 通 し て い る 。

　 尚 、 粉 塵 排 出 口 ３ ２ ２ は 、 多 角 筒 状 等 の 他 の 形 状 を 有 し て い て も 良 い 。 又 、 粉 塵 排 出 口

３ ２ ２ は 、 補 助 カ バ ー 本 体 ３ ２ ０ の 中 央 部 以 外 か ら 後 方 に 突 出 し て い て も 良 い 。 更 に 、 補

助 カ バ ー ３ ０ ２ は 、 粉 塵 排 出 口 ３ ２ ２ を 有 し て い な く て も 良 い 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 第 １ 溝 部 ３ ２ ４ は 、 補 助 カ バ ー 本 体 ３ ２ ０ の 上 辺 部 と 一 連 で あ る 。 第 １ 溝 部 ３ ２ ４ は 、
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左 右 に 延 び て お り 、 下 方 に 凹 ん で い る 。 第 １ 溝 部 ３ ２ ４ の 左 端 に は 、 壁 体 が 配 置 さ れ て い

る 。 第 １ 溝 部 ３ ２ ４ の 左 端 は 、 閉 じ て い る 。 尚 、 第 １ 溝 部 ３ ２ ４ の 左 端 は 、 閉 じ て い な く

て も 良 い 。

　 第 １ 溝 部 ３ ２ ４ は 、 複 数 （ ４ つ ） の 孔 ３ ３ ０ と 、 複 数 （ ８ つ ） の リ ブ ３ ３ ２ を 有 す る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 各 孔 ３ ３ ０ は 、 第 １ 溝 部 ３ ２ ４ の 前 壁 部 に 設 け ら れ る 。 各 孔 ３ ３ ０ は 、 前 後 に 延 び て い

る 。 孔 ３ ３ ０ は 、 左 右 に 並 ん で い る 。 最 も 右 の 孔 ３ ３ ０ の 位 置 は 、 第 １ 突 起 部 ３ １ １ の 位

置 と 対 応 し て い る 。 よ り 詳 し く は 、 最 も 右 の 孔 ３ ３ ０ に 係 る 右 辺 部 の 位 置 は 、 第 １ 突 起 部

３ １ １ に 係 る 右 端 部 の 位 置 と 対 応 し て い る 。 尚 、 孔 ３ ３ ０ は 、 ３ つ 以 下 で あ っ て も 良 い し

、 ５ つ 以 上 で あ っ て も 良 い し 、 省 略 さ れ て も 良 い 。 又 、 孔 ３ ３ ０ 及 び 第 １ 突 起 部 ３ １ １ の

少 な く と も 一 方 の 配 置 は 、 上 述 以 外 も の で あ っ て も 良 い 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 ８ つ の 内 ４ つ の リ ブ ３ ３ ２ は 、 対 応 す る 孔 ３ ３ ０ の 上 側 に 設 け ら れ る 。 こ れ ら の リ ブ ３

３ ２ は 、 左 右 に 延 び て お り 、 後 方 即 ち 第 １ 溝 部 ３ ２ ４ の 内 方 に 突 出 し て い る 。 各 孔 ３ ３ ０

は 、 こ れ ら の リ ブ ３ ３ ２ を 容 易 に 形 成 す る た め に 設 け ら れ た も の で あ る 。

　 こ れ ら の ４ つ の リ ブ ３ ３ ２ に 対 向 す る よ う に 、 ８ つ の 内 他 の ４ つ の リ ブ ３ ３ ２ が 設 け ら

れ る 。 こ れ ら 他 の ４ つ の リ ブ ３ ３ ２ は 、 左 右 に 延 び て お り 、 前 方 即 ち 第 １ 溝 部 ３ ２ ４ の 内

方 に 突 出 し て い る 。 尚 、 リ ブ ３ ３ ２ は 、 ７ つ 以 下 で あ っ て も 良 い し 、 ９ つ 以 上 で あ っ て も

良 い 。

　 向 か い 合 う 一 対 の リ ブ ３ ３ ２ の 間 隔 は 、 レ ー ル 部 ３ １ ４ の 厚 さ よ り 狭 く 、 メ イ ン カ バ ー

本 体 ３ １ ０ の 下 辺 部 の 厚 さ と 同 じ か 当 該 厚 さ よ り 僅 か に 狭 い 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 第 ２ 溝 部 ３ ２ ６ は 、 補 助 カ バ ー 本 体 ３ ２ ０ の 下 辺 部 と 一 連 で あ る 。 第 ２ 溝 部 ３ ２ ６ は 、

左 右 に 延 び て お り 、 上 方 に 凹 ん で い る 。 第 ２ 溝 部 ３ ２ ６ の 左 端 に は 、 壁 体 が 配 置 さ れ て い

る 。 第 ２ 溝 部 ３ ２ ６ の 左 端 は 、 閉 じ て い る 。 尚 、 第 ２ 溝 部 ３ ２ ６ の 左 端 は 、 閉 じ て い な く

て も 良 い 。 第 ２ 溝 部 ３ ２ ６ の 右 端 が 閉 じ て い て も 良 い 。

　 第 ２ 溝 部 ３ ２ ６ は 、 複 数 （ ３ つ ） の 孔 ３ ４ ０ と 、 複 数 （ ６ つ ） の リ ブ ３ ４ ２ と 、 複 数 （

２ つ ） の 第 ２ 突 起 部 ３ ４ ４ と 、 を 有 す る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 各 孔 ３ ４ ０ は 、 第 ２ 溝 部 ３ ２ ６ の 前 壁 部 に 設 け ら れ る 。 各 孔 ３ ４ ０ は 、 前 後 に 延 び て い

る 。 孔 ３ ４ ０ は 、 左 右 に 並 ん で い る 。 尚 、 孔 ３ ４ ０ は 、 ３ つ 以 下 で あ っ て も 良 い し 、 ５ つ

以 上 で あ っ て も 良 い し 、 省 略 さ れ て も 良 い 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 ６ つ の 内 ３ つ の リ ブ ３ ４ ２ は 、 対 応 す る 孔 ３ ４ ０ の 間 の 部 分 の 下 部 に 設 け ら れ る 。 こ れ

ら の リ ブ ３ ４ ２ は 、 左 右 に 延 び て お り 、 後 方 即 ち 第 ２ 溝 部 ３ ２ ６ の 内 方 に 突 出 し て い る 。

各 孔 ３ ４ ０ は 、 こ れ ら の リ ブ ３ ４ ２ を 容 易 に 形 成 す る た め に 設 け ら れ た も の で あ る 。

　 こ れ ら の ３ つ の リ ブ ３ ４ ２ に 対 向 す る よ う に 、 ６ つ の 内 他 の ３ つ の リ ブ ３ ４ ２ が 設 け ら

れ る 。 こ れ ら 他 の ３ つ の リ ブ ３ ４ ２ は 、 左 右 に 延 び て お り 、 前 方 即 ち 第 ２ 溝 部 ３ ２ ６ の 内

方 に 突 出 し て い る 。 尚 、 リ ブ ３ ４ ２ は 、 ７ つ 以 下 で あ っ て も 良 い し 、 ９ つ 以 上 で あ っ て も

良 い 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 図 ８ は 、 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ の 一 部 下 面 図 で あ る 。

　 各 第 ２ 突 起 部 ３ ４ ４ は 、 最 も 左 の 一 対 の リ ブ ３ ４ ２ の 左 方 に 設 け ら れ る 。

　 各 第 ２ 突 起 部 ３ ４ ４ は 、 第 ２ 溝 部 ３ ２ ６ の 内 方 に 突 出 し て い る 。 第 ２ 突 起 部 ３ ４ ４ は 、

向 か い 合 っ て い る 。

　 尚 、 第 ２ 突 起 部 ３ ４ ４ の 配 置 は 、 最 も 左 の 一 対 の リ ブ ３ ４ ２ の 左 方 以 外 で あ っ て も 良 い

。 第 ２ 突 起 部 ３ ４ ４ は 、 向 か い 合 っ て い な く て も 良 い 。 第 ２ 突 起 部 ３ ４ ４ は 、 １ つ で あ っ

て も 良 い し 、 ３ つ 以 上 で あ っ て も 良 い し 、 省 略 さ れ て も 良 い 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 ブ ラ シ ３ ０ ４ （ ｂ ｒ ｕ ｓ ｈ ） は 、 ブ ラ シ 取 付 部 と し て の ベ ー ス 部 ３ ５ ０ と 、 毛 部 ３ ５ ２
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（ ｂ ｒ ｉ ｓ ｔ ｌ ｅ ｓ ） と 、 を 有 す る 。

　 ブ ラ シ ３ ０ ４ は 、 メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ 、 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ 、 本 体 部 ２ 及 び ハ ン ド ル 部 ４

と 分 離 可 能 で あ る 。 ブ ラ シ ３ ０ ４ は 、 メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ と 別 体 で あ り 、 補 助 カ バ ー ３ ０

２ と 別 体 で あ る 。

　 ベ ー ス 部 ３ ５ ０ は 、 鋼 板 製 で あ っ て 、 棒 状 で あ り 、 左 右 に 延 び て い る 。 ベ ー ス 部 ３ ５ ０

は 、 レ ー ル 状 で あ る 。 ベ ー ス 部 ３ ５ ０ は 、 短 手 方 向 に １ ８ ０ ° 折 り 曲 げ る こ と で 形 成 さ れ

て い る 。

　 毛 部 ３ ５ ２ は 、 毛 の 集 合 で あ り 、 左 右 に 並 ぶ 複 数 の 束 に 分 け ら れ た 状 態 で 、 ベ ー ス 部 ３

５ ０ に 挟 持 さ れ て い る 。 毛 部 ３ ５ ２ は 、 ベ ー ス 部 ３ ５ ０ か ら 下 方 に 延 び て い る 。 毛 部 ３ ５

２ は 、 図 面 で は 、 簡 略 的 に 板 状 で 描 か れ て い る 。 毛 部 ３ ５ ２ は 、 粉 塵 を 掃 出 可 能 な 掃 出 部

で あ る 。

　 尚 、 ブ ラ シ ３ ０ ４ は 、 掃 出 部 と し て 、 毛 部 ３ ５ ２ に 代 え て 、 あ る い は 毛 部 ３ ５ ２ と 共 に

、 １ 以 上 の 板 状 の 弾 性 体 あ る い は １ 以 上 の ス リ ッ ト 入 り 板 状 の 弾 性 体 を 有 し て い て も 良 い

。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ の 第 ２ 溝 部 ３ ２ ６ に お け る 向 か い 合 う 一 対 の リ ブ ３ ４ ２ の 間 隔 は 、 ブ

ラ シ ３ ０ ４ の ベ ー ス 部 ３ ５ ０ に 係 る 前 後 方 向 の 大 き さ よ り 狭 く 、 毛 部 ３ ５ ２ の 根 元 部 即 ち

上 端 部 に 係 る 前 後 方 向 の 大 き さ と 同 じ か 広 く な っ て い る 。

　 又 、 第 ２ 溝 部 ３ ２ ６ に お け る 第 ２ 突 起 部 ３ ４ ４ の 間 隔 は 、 ベ ー ス 部 ３ ５ ０ の 前 後 方 向 の

大 き さ と 同 じ か 当 該 大 き さ よ り 僅 か に 狭 い 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 こ の よ う な 第 １ 形 態 の ホ イ ー ル サ ン ダ １ の 動 作 例 が 説 明 さ れ る 。

　 ユ ー ザ は 、 バ ッ テ リ 装 着 部 １ ６ に 、 充 電 さ れ た バ ッ テ リ １ ８ を 装 着 す る 。

　 又 、 ユ ー ザ は 、 先 端 工 具 取 付 部 ３ １ に 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ を 装 着 す る 。 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２

は 、 先 端 工 具 取 付 部 ３ １ に 対 し て 、 中 央 孔 ３ ２ Ｈ を 通 し て い き 、 最 後 に 僅 か に 押 し 込 む だ

け で 装 着 さ れ る 。 こ の と き 、 挟 持 部 材 １ ０ ６ は 、 自 動 的 に 固 定 状 態 と な る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 ユ ー ザ が メ イ ン ス イ ッ チ ２ ６ を 操 作 す る と 、 メ イ ン ス イ ッ チ ２ ６ が オ ン と な る 。 す る と

、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ は 、 モ ー タ 軸 ５ ０ が 速 度 調 整 ダ イ ヤ ル ２ ４ の 回 転 位 置 に 応 じ た 速 度 で

回 転 す る よ う に 、 バ ッ テ リ １ ８ の 電 力 を 、 モ ー タ １ ２ へ 制 御 の う え で 供 給 す る 。 こ れ に よ

り 、 モ ー タ １ ２ は 、 速 度 調 整 ダ イ ヤ ル ２ ４ の 回 転 位 置 に 応 じ た 速 度 で 駆 動 さ れ る 。 尚 、 モ

ー タ 軸 ５ ０ の 回 転 方 向 は 、 切 り 替 え 可 能 と さ れ て も 良 い 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 モ ー タ 軸 ５ ０ の 回 転 に よ り 、 フ ァ ン １ ４ が 回 転 し て 、 図 示 さ れ な い 排 気 口 へ の 排 気 に よ

り 、 本 体 部 ２ 内 に 空 気 の 流 れ （ 風 ） が 形 成 さ れ る 。

　 か よ う な 風 に よ っ て 、 モ ー タ １ ２ を 始 め と す る ホ イ ー ル サ ン ダ １ の 内 部 機 構 が 冷 却 さ れ

る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 更 に 、 モ ー タ 軸 ５ ０ の 回 転 力 は 、 ベ ベ ル ギ ヤ で の 減 速 を 経 て 、 ス ピ ン ド ル ３ ０ 及 び 研 磨

ホ イ ー ル ３ ２ に 伝 達 さ れ る 。

　 ユ ー ザ は 、 右 手 で 本 体 部 ２ の グ リ ッ プ 部 Ｇ を 握 り 、 左 手 で ハ ン ド ル 部 ４ の グ リ ッ プ ２ ０

２ を 握 る 。 尚 、 ユ ー ザ は 、 必 要 に 応 じ 、 ハ ン ド ル 部 ４ を 取 り 外 す こ と が で き る 。

　 そ し て 、 ユ ー ザ は 、 被 加 工 材 の 被 加 工 部 に 、 回 転 し て い る 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 研 磨 面 Ｐ

を 当 て る 。 す る と 、 被 加 工 材 の 被 加 工 部 は 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ に よ り 研 磨 さ れ る 。

　 ユ ー ザ は 、 被 加 工 部 の 全 体 形 状 に 応 じ 、 適 宜 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ の 被 加 工 部 に 対 す る 当 た

り 方 、 即 ち 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ が 被 加 工 部 に 当 た る 位 置 、 範 囲 等 を 変 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 か よ う な 研 磨 時 に お い て 、 メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ 、 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ 及 び ブ ラ シ ３ ０ ４ を

有 す る カ バ ー ６ が 装 着 さ れ て い れ ば 、 被 加 工 材 か ら 発 生 す る 粉 塵 の ユ ー ザ 側 へ の 到 来 を 抑

制 す る こ と が で き る 。 又 、 ユ ー ザ は 、 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ の 粉 塵 排 出 口 ３ ２ ２ に 集 塵 機 （ 図
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示 略 ） を 接 続 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 カ バ ー ６ に よ り 、 粉 塵 が よ り 効 率 的 に 集 塵 さ

れ る 。 更 に 、 ユ ー ザ は 、 ブ ラ シ ３ ０ ４ に よ り 、 被 加 工 材 に 付 着 し た 粉 塵 を 掃 き 出 す こ と が

で き る 。 尚 、 ユ ー ザ は 、 集 塵 機 に 代 え て 、 ダ ス ト バ ッ グ を 粉 塵 排 出 口 ３ ２ ２ に 装 着 し て も

良 い 。

　 又 、 ユ ー ザ は 、 必 要 に 応 じ 、 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ 及 び ブ ラ シ ３ ０ ４ を 取 り 外 し た 状 態 で カ

バ ー ６ を 装 着 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 カ バ ー ６ は 、 メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ の み と な る

。 例 え ば 、 従 来 、 ユ ー ザ は 、 カ バ ー に 対 す る 集 塵 機 の 接 続 を 必 要 と し な く な っ た 場 合 、 粉

塵 排 出 口 付 き の カ バ ー 全 体 を 外 し 、 別 途 用 意 さ れ た 粉 塵 排 出 口 の 無 い カ バ ー 全 体 を 取 り 付

け る 必 要 が あ っ た 。 こ れ に 対 し 、 ホ イ ー ル サ ン ダ １ で は 、 ユ ー ザ は 、 集 塵 機 の 接 続 を 必 要

と し な く な っ た 場 合 、 粉 塵 排 出 口 ３ ２ ２ 付 き の 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ を メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ か

ら 外 す だ け で 、 メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ の み の カ バ ー ６ を 残 し た ま ま 、 直 ち に 次 の 作 業 を 行 え

る 。

　 更 に 、 ユ ー ザ は 、 必 要 に 応 じ 、 ブ ラ シ ３ ０ ４ を 取 り 外 し た 状 態 で カ バ ー ６ を 装 着 す る こ

と が で き る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ は 、 傷 つ き 易 い 被 加 工 材 の 加 工 時 に 、 ブ ラ シ ３ ０ ４ を 取 り 外

す 。 第 ２ 溝 部 ３ ２ ６ の 左 端 部 が 閉 じ ら れ て い る た め 、 ユ ー ザ は 、 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ を 一 旦

外 し 、 ブ ラ シ ３ ０ ４ を 取 り 外 し て 、 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ を メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ の レ ー ル 部 ３

１ ４ に 取 り 付 け る 。 こ の 場 合 、 ブ ラ シ ３ ０ ４ の 作 業 中 の ズ レ 及 び 離 脱 が よ り 抑 制 さ れ る 。

尚 、 第 ２ 溝 部 ３ ２ ６ の 左 端 部 が 閉 じ ら れ ず 、 ユ ー ザ が 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ を 装 着 し た ま ま ブ

ラ シ ３ ０ ４ を 外 せ る よ う に し て も 良 い 。 又 、 ブ ラ シ ３ ０ ４ が 、 複 数 種 類 設 け ら れ て も 良 く

、 別 の 種 類 の ブ ラ シ ３ ０ ４ に 交 換 可 能 と さ れ て も 良 い 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ の 取 付 は 、 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ を メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ に 対 し て 左 側 か ら

右 方 へ ス ラ イ ド さ せ る だ け で 簡 単 に 行 え る 。

　 こ の と き 、 メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ の レ ー ル 部 ３ １ ４ は 、 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ の 第 １ 溝 部 ３ ２

４ 内 を 、 相 対 的 に 移 動 す る 。 第 １ 溝 部 ３ ２ ４ の 各 リ ブ ３ ３ ２ は 、 レ ー ル 部 ３ １ ４ の 上 面 部

を 支 え 、 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ の ズ レ 及 び 離 脱 を 抑 制 す る 。

　 又 、 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ の 位 置 が 左 右 方 向 に お い て メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ に 対 し て 装 着 位 置

と な る ス ラ イ ド 完 了 時 、 メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ の 第 １ 突 起 部 ３ １ １ が 、 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ に

お け る 最 も 右 の 孔 ３ ３ ０ の 右 辺 部 に 掛 か る 。 又 、 メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ の レ ー ル 部 ３ １ ４ は

、 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ の 第 １ 溝 部 ３ ２ ４ に 挟 持 さ れ る 。 よ っ て 、 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ が 、 メ イ

ン カ バ ー ３ ０ ０ に 対 し て 、 ズ レ 及 び 離 脱 が 抑 制 さ れ た 状 態 で 固 定 さ れ る 。 又 、 補 助 カ バ ー

３ ０ ２ の 取 付 が 、 ツ ー ル レ ス で 行 え る 。

　 装 着 位 置 到 達 の 直 前 、 及 び 装 着 位 置 か ら 取 り 外 す た め の ス ラ イ ド の 初 期 に は 、 補 助 カ バ

ー 本 体 ３ ２ ０ に お け る 最 も 右 の 孔 ３ ３ ０ の 右 側 の 部 分 及 び 第 １ 突 起 部 ３ １ １ の 少 な く と も

一 方 が 僅 か に 変 形 し 、 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ の メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ に 対 す る 相 対 的 な 移 動 を 許

容 す る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 ブ ラ シ ３ ０ ４ の 取 付 は 、 ブ ラ シ ３ ０ ４ を 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ に 対 し て 左 側 か ら 右 方 へ ス ラ

イ ド さ せ る だ け で 簡 単 に 行 え る 。

　 こ の と き 、 ブ ラ シ ３ ０ ４ の レ ー ル 状 の ベ ー ス 部 ３ ５ ０ は 、 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ の 第 ２ 溝 部

３ ２ ６ 内 を 、 相 対 的 に 移 動 す る 。 第 ２ 溝 部 ３ ２ ６ の 各 リ ブ ３ ４ ２ は 、 ベ ー ス 部 ３ ５ ０ の 下

面 部 を 支 え 、 ブ ラ シ ３ ０ ４ の ズ レ 及 び 離 脱 を 抑 制 す る 。

　 又 、 ブ ラ シ ３ ０ ４ の 位 置 が 左 右 方 向 に お い て 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ に 対 し て ブ ラ シ 装 着 位 置

と な る ス ラ イ ド 完 了 時 、 第 ２ 溝 部 ３ ２ ６ の 各 第 ２ 突 起 部 ３ ４ ４ が 、 ブ ラ シ ３ ０ ４ の ベ ー ス

部 ３ ５ ０ の 左 端 部 を 挟 持 す る 。 こ の と き 、 各 第 ２ 突 起 部 ３ ４ ４ 間 に 、 ベ ー ス 部 ３ ５ ０ の 左

端 部 が 圧 入 す る 。 又 、 ブ ラ シ ３ ０ ４ の ベ ー ス 部 ３ ５ ０ は 、 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ の 第 ２ 溝 部 ３

２ ６ に 遊 挿 さ れ る 。 よ っ て 、 ブ ラ シ ３ ０ ４ が 、 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ に 対 し て 、 ズ レ 及 び 離 脱

が 抑 制 さ れ た 状 態 で 固 定 さ れ る 。 又 、 ブ ラ シ ３ ０ ４ の 取 付 が 、 ツ ー ル レ ス で 行 え る 。

　 ブ ラ シ 装 着 位 置 到 達 の 直 前 、 及 び ブ ラ シ 装 着 位 置 か ら 取 り 外 す た め の ス ラ イ ド の 初 期 に

は 、 ベ ー ス 部 ３ ５ ０ の 左 端 部 及 び 各 第 ２ 突 起 部 ３ ４ ４ は 、 圧 入 に よ る 変 形 か ら 弾 性 回 復 し
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、 ブ ラ シ ３ ０ ４ の 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ に 対 す る 相 対 的 な 移 動 を 許 容 す る 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 ユ ー ザ は 、 研 磨 完 了 時 、 メ イ ン ス イ ッ チ ２ ６ の 前 方 ス ラ イ ド 操 作 を 停 止 し て 、 モ ー タ １

２ を オ フ に さ せ る 。 こ の と き 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ は 停 止 す る 。

　 ユ ー ザ は 、 適 宜 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ 、 バ ッ テ リ １ ８ 、 カ バ ー ６ 、 及 び ハ ン ド ル 部 ４ の 少

な く と も 何 れ か を 外 す 。

　 特 に 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 左 側 か ら 右 方 へ 見 た 場 合 、 メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ 、 補 助 カ バ

ー ３ ０ ２ 及 び ブ ラ シ ３ ０ ４ は 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ と 重 な ら な い 。 即 ち 、 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２

の 着 脱 時 通 過 部 分 で あ る 先 端 工 具 取 付 部 ３ １ よ り 左 方 の 部 分 は 、 メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ 、 補

助 カ バ ー ３ ０ ２ 及 び ブ ラ シ ３ ０ ４ に よ り 覆 わ れ ず 、 開 放 さ れ て い る 。 よ っ て 、 研 磨 ホ イ ー

ル ３ ２ の 着 脱 が 、 カ バ ー ６ の 一 旦 の 取 り 外 し を 要 せ ず 、 容 易 に 行 え る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 尚 、 本 開 示 の 実 施 例 の 形 態 は 、 上 記 の 第 １ 形 態 及 び 変 更 例 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 更 に 次

の よ う な 変 更 を 適 宜 施 す こ と が で き る 。

　 メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ の レ ー ル 部 ３ １ ４ に 代 え て 溝 部 が 設 け ら れ る と 共 に 、 補 助 カ バ ー ３

０ ２ の 第 １ 溝 部 ３ ２ ４ に 代 え て レ ー ル 部 が 設 け ら れ て も 良 い 。 即 ち 、 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ が

メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ に 挟 持 さ れ て も 良 い 。

　 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ の 第 ２ 溝 部 ３ ２ ６ に 代 え て レ ー ル 部 が 設 け ら れ る と 共 に 、 ブ ラ シ ３ ０

４ の ベ ー ス 部 ３ ５ ０ に 溝 部 が 設 け ら れ て も 良 い 。 即 ち 、 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ が ブ ラ シ ３ ０ ４

に 挟 持 さ れ て も 良 い 。

　 メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ と 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ と は 、 １ 以 上 の 爪 と そ の 掛 止 部 の よ う な 、 レ ー

ル 状 部 分 と 溝 状 部 分 と の 係 止 以 外 の 係 止 に よ り 着 脱 可 能 と さ れ て い て も 良 い 。 補 助 カ バ ー

３ ０ ２ と ブ ラ シ ３ ０ ４ と は 、 レ ー ル 状 部 分 と 溝 状 部 分 と の 係 止 以 外 の 係 止 に よ り 着 脱 可 能

と さ れ て い て も 良 い 。

　 メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ の ハ ン ド ル 部 ４ あ る い は 本 体 部 ２ に 対 す る 装 着 は 、 ネ ジ 止 め 以 外 の

係 止 に よ り 着 脱 可 能 と さ れ て い て も 良 い 。

　 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ は 、 本 体 部 ２ 、 ハ ン ド ル 部 ４ あ る い は ブ ラ シ ３ ０ ４ に 対 し て 着 脱 可 能

で あ っ て も 良 い 。 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ は 、 本 体 部 ２ あ る い は ハ ン ド ル 部 ４ に 対 し て 着 脱 可 能

で あ る 場 合 、 ホ イ ー ル サ ン ダ １ は 、 複 数 の 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ 用 の カ バ ー を 有 し 、 少 な く と

も １ つ の カ バ ー が 着 脱 可 能 で あ る も の と 捉 え る こ と が で き る 。 ブ ラ シ ３ ０ ４ は 、 本 体 部 ２

、 ハ ン ド ル 部 ４ あ る い は メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ に 対 し て 着 脱 可 能 で あ っ て も 良 い 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 ホ イ ー ル サ ン ダ １ に お け る モ ー タ 軸 ５ ０ か ら 研 磨 ホ イ ー ル ３ ２ へ の 減 速 機 構 は 、 ピ ニ オ

ン 部 ５ ２ 及 び ベ ベ ル ギ ヤ 以 外 の 減 速 機 構 に 代 え ら れ て も 良 い 。

　 ホ イ ー ル サ ン ダ １ は 、 バ ッ テ リ 装 着 部 １ ６ に 代 え て 、 電 源 コ ー ド を 有 す る こ と で 、 商 用

電 源 に 係 る 交 流 駆 動 と さ れ て も 良 い 。 各 種 の ケ ー ス 及 び ハ ウ ジ ン グ の 少 な く と も 何 れ か の

材 質 が 、 樹 脂 、 金 属 、 及 び こ れ ら の 複 合 体 等 に 変 更 さ れ て も 良 い 。 ハ ウ ジ ン グ １ ０ の 区 分

が 、 上 述 の も の か ら 変 え ら れ て も 良 い 。 そ の 他 、 各 種 部 材 、 部 分 の 個 数 、 設 置 の 有 無 、 材

質 、 配 置 、 構 造 、 及 び 形 式 の 少 な く と も 何 れ か 等 は 、 適 宜 変 更 さ れ て も 良 い 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 更 に 、 上 記 第 １ 形 態 又 は そ の 変 更 例 は 、 他 の 携 帯 用 加 工 機 に 適 用 さ れ て も 良 い 。 例 え ば

、 上 記 形 態 又 は そ の 変 更 例 は 、 グ ラ イ ン ダ に 適 用 さ れ て も 良 い 。 あ る い は 、 上 記 形 態 又 は

そ の 変 更 例 は 、 手 持 ち 式 の 加 工 機 に 代 え て 、 据 え 置 き 型 即 ち 定 置 式 の 加 工 機 に 適 用 さ れ て

も 良 い 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

［ 第 ２ 形 態 ］

　 次 い で 、 本 開 示 の 実 施 例 の 第 ２ 形 態 が 説 明 さ れ る 。

　 図 ９ は 、 第 ２ 形 態 に 係 る ホ イ ー ル サ ン ダ の 一 部 拡 大 斜 視 図 で あ る 。

　 第 ２ 形 態 に 係 る ホ イ ー ル サ ン ダ は 、 蓋 ４ ０ ０ の 有 無 を 除 き 、 第 １ 形 態 と 同 様 に 成 る 。 第

１ 形 態 と 同 様 に 成 る 部 分 に つ き 、 適 宜 第 １ 形 態 と 同 じ 符 号 が 付 さ れ 、 説 明 が 省 略 さ れ る 。
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【 ０ ０ ８ ６ 】

　 第 ２ 形 態 に 係 る ホ イ ー ル サ ン ダ は 、 蓋 ４ ０ ０ を 有 し て い る 。

　 蓋 ４ ０ ０ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 で あ り 、 有 底 円 筒 状 で あ る 。 蓋 ４ ０ ０ は 、 補 助 カ バ ー ３ ０

２ の 粉 塵 排 出 口 ３ ２ ２ の 後 端 部 に 対 し 、 着 脱 可 能 に 係 止 す る 。

　 蓋 ４ ０ ０ は 、 粉 塵 排 出 口 ３ ２ ２ に 装 着 さ れ た 場 合 、 粉 塵 排 出 口 ３ ２ ２ を 塞 ぐ 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 第 ２ 形 態 の ホ イ ー ル サ ン ダ に よ る 研 磨 時 に お い て 、 メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ 、 補 助 カ バ ー ３

０ ２ 及 び 蓋 ４ ０ ０ を 有 す る カ バ ー ６ が 装 着 さ れ て い れ ば 、 被 加 工 材 か ら 発 生 す る 粉 塵 の ユ

ー ザ 側 へ の 到 来 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 特 に 、 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ の 粉 塵 排 出 口 ３ ２ ２ か

ら の 粉 塵 の ユ ー ザ 側 へ の 到 来 が 、 蓋 ４ ０ ０ に よ り 抑 制 さ れ る 。

　 又 、 ユ ー ザ は 、 蓋 ４ ０ ０ を 外 し た 粉 塵 排 出 口 ３ ２ ２ に 、 集 塵 機 （ 図 示 略 ） を 接 続 す る こ

と が で き る 。 こ の 場 合 、 カ バ ー ６ に よ り 、 粉 塵 が よ り 効 率 的 に 集 塵 さ れ る 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 尚 、 第 ２ 形 態 は 、 上 記 の 第 １ 形 態 と 同 様 の 変 更 例 を 、 適 宜 有 す る 。

　 又 、 蓋 ４ ０ ０ と 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ と が 、 コ ー ド 又 は 蝶 番 等 の 連 結 部 に よ り 連 結 さ れ て い

て も 良 い 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

［ 第 ３ 形 態 ］

　 続 い て 、 本 開 示 の 実 施 例 の 第 ３ 形 態 が 説 明 さ れ る 。

　 図 １ ０ は 、 第 ３ 形 態 に 係 る ホ イ ー ル サ ン ダ に お け る 補 助 カ バ ー の 一 部 拡 大 断 面 図 で あ る

。

　 第 ３ 形 態 に 係 る ホ イ ー ル サ ン ダ は 、 補 助 カ バ ー を 除 き 、 第 １ 形 態 と 同 様 に 成 る 。 第 １ 形

態 と 同 様 に 成 る 部 分 に つ き 、 適 宜 第 １ 形 態 と 同 じ 符 号 が 付 さ れ 、 説 明 が 省 略 さ れ る 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 第 ３ 形 態 に 係 る ホ イ ー ル サ ン ダ の 補 助 カ バ ー ５ ０ ０ に お け る 補 助 カ バ ー 本 体 ３ ２ ０ の 上

辺 部 と 一 連 の 第 １ 溝 部 ５ ０ ４ は 、 前 溝 ５ １ ０ と 、 後 溝 ５ １ ２ と 、 を 有 す る 。

　 前 溝 ５ １ ０ 及 び 後 溝 ５ １ ２ は 、 そ れ ぞ れ 第 １ 形 態 の 第 １ 溝 部 ３ ２ ４ と 同 様 に 成 る 。 但 し

、 前 溝 ５ １ ０ の 後 壁 部 と 後 溝 ５ １ ２ の 前 壁 部 と は 、 一 連 に つ な が っ て い る 。

　 後 溝 ５ １ ２ に お け る 溝 の 窪 む 方 向 は 、 左 側 か ら 右 方 へ 見 た 場 合 、 前 溝 ５ １ ０ に お け る 溝

の 窪 む 方 向 に 対 し て 角 度 を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ９ １ 】

　 第 ３ 形 態 の ホ イ ー ル サ ン ダ の 補 助 カ バ ー ５ ０ ０ に お け る 前 溝 ５ １ ０ に 対 し て メ イ ン カ バ

ー ３ ０ ０ の レ ー ル 部 ３ １ ４ を 通 せ ば 、 補 助 カ バ ー ５ ０ ０ は 第 １ 形 態 と 同 様 に 、 メ イ ン カ バ

ー ３ ０ ０ に 対 し 取 り 付 け ら れ る 。

　 又 、 後 溝 ５ １ ２ に 対 し て レ ー ル 部 ３ １ ４ を 通 せ ば 、 補 助 カ バ ー ５ ０ ０ は 、 前 溝 ５ １ ０ に

対 し て レ ー ル 部 ３ １ ４ を 通 し た 場 合 に 比 べ て 、 よ り 後 上 が り と な る 姿 勢 で 、 メ イ ン カ バ ー

３ ０ ０ に 対 し 取 り 付 け ら れ る 。

　 第 ３ 形 態 の 第 １ 溝 部 ５ ０ ４ は 、 前 溝 ５ １ ０ 及 び 後 溝 ５ １ ２ に よ り 、 補 助 カ バ ー ５ ０ ０ の

取 付 角 度 を 調 整 可 能 な 補 助 カ バ ー 取 付 角 度 調 整 部 と な っ て い る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ は 、 集 塵

機 の ホ ー ス の 先 端 部 を よ り 上 方 に 配 置 さ せ た い 場 合 、 後 溝 ５ １ ２ に 対 し て レ ー ル 部 ３ １ ４

を 通 し 、 粉 塵 排 出 口 ３ ２ ２ の 姿 勢 を よ り 後 上 が り に す る こ と が で き る 。 又 、 ユ ー ザ は 、 粉

塵 の 飛 ぶ 方 向 に 応 じ て 補 助 カ バ ー ５ ０ ０ の 姿 勢 を 変 更 す る こ と が で き る 。 尚 、 第 １ 溝 部 ５

０ ４ に お い て 、 前 溝 ５ １ ０ 及 び 後 溝 ５ １ ２ に 対 し 更 に 他 の １ 以 上 の 溝 が 加 え ら れ る こ と で

、 ３ 列 以 上 の 溝 が 設 け ら れ て も 良 い 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 尚 、 第 ３ 形 態 は 、 上 記 の 第 １ 形 態 及 び 第 ２ 形 態 と 同 様 の 変 更 例 を 、 適 宜 有 す る 。

　 又 、 第 １ 形 態 の 第 １ 溝 部 ３ ２ ４ の 下 側 に 、 左 右 方 向 の 中 心 軸 の 周 り で 回 転 可 能 な 軸 部 が

設 け ら れ て 、 第 １ 溝 部 ３ ２ ４ が 、 当 該 軸 部 の 周 り で 、 補 助 カ バ ー 本 体 ３ ２ ０ に 対 し て 回 転

可 能 と さ れ て も 良 い 。 こ の 場 合 、 軸 部 が 、 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ の 取 付 角 度 を 調 整 可 能 な 角 度

調 整 部 と な る 。
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　 更 に 、 ブ ラ シ ３ ０ ４ の 補 助 カ バ ー ３ ０ ２ に 対 す る 取 付 角 度 を 調 整 可 能 と す る ブ ラ シ 取 付

角 度 調 整 部 が 設 け ら れ て も 良 い 。

　 又 更 に 、 メ イ ン カ バ ー ３ ０ ０ の ハ ン ド ル 部 ４ 又 は 本 体 部 ２ に 対 す る 取 付 角 度 を 調 整 可 能

と す る メ イ ン カ バ ー 取 付 角 度 調 整 部 が 設 け ら れ て も 良 い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 １ ・ ・ ホ イ ー ル サ ン ダ （ 加 工 機 ， 携 帯 用 加 工 機 ） 、 ４ ・ ・ ハ ン ド ル 部 、 ６ ・ ・ カ バ ー 、

３ ２ ・ ・ 研 磨 ホ イ ー ル （ 先 端 工 具 ） 、 ３ ０ ０ ・ ・ メ イ ン カ バ ー 、 ３ ０ ２ ， ５ ０ ０ ・ ・ 補 助

カ バ ー 、 ３ ０ ４ ・ ・ ブ ラ シ 、 ３ ２ ２ ・ ・ 粉 塵 排 出 口 、 ４ ０ ０ ・ ・ 蓋 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】



(21) JP  2025-181630  A   2025.12.11

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

(72)発明者　▲劉▼　玲芳

　　　　　　中華人民共和国江蘇省昆山経済技術開発区黄浦江中路１３８８号　牧田（中国）有限公司内

(72)発明者　胡　逢美

　　　　　　中華人民共和国江蘇省昆山経済技術開発区黄浦江中路１３８８号　牧田（中国）有限公司内

(72)発明者　▲張▼　朔

　　　　　　中華人民共和国江蘇省昆山経済技術開発区黄浦江中路１３８８号　牧田（中国）有限公司内

Ｆターム(参考) 3C047 FF07　JJ02　JJ11　JJ15

　　　　　　　 3C064 AA20　AB02　AC02　AC03　BA13　BB80　BB82　CA03　CA08　CA29　CA54　CB05　CB17　CB19

　　　　　　　　　　 CB32　CB35　CB64　CB67　CB72　CB82　CB91

　　　　　　　 3C158 AA03　AA04　AA14　AA16　AC03　AC05　BA04　BB02　BC02　CB04


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

